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巻頭言
一一

測量指導部の新設について

林野の基本調査には多くの林業技術者がこれに従事し，過去露靭間にわたって何回も色燕な方法をもって操返されてき

たが，その精度が充分とは請い難く調査の速度も長時間を要する等の欠陥があったのであります。しかるに去る昭和23年一

霊躍鯨難鯨欝菫篤噌駕ﾂ欝鴛繍腱庵鯉為騒騨駕懸鍾罰二
㎡

に取り入れる傾向が現われました事は欣ぱしぃ亭と思います。

即ち昭和24年林野庁力航空写真を採用して以来，民有林の施業案編成済面績は飛躍的に増加し，而も航空写真測蹴の世

界的技術水準を維持する因を与えたことは，我国の再興の為に喜ばしいことであり，更に施業案蝋当職員に対しては航空

写真の重要性を認識せしめたことも大きな好影響としてあげられるのであります。しかしこの4歩年の実績左冷静に批判
すると，反省を要する幾多の事例ガ挙げられるのであります。即ち林野基本計画の為の航空写真利用に関する林野庁の方

針が正しく具現され,航空写真によって作られた基本図は，その全部が精度良好なものであろうか？叉技術上に於ける無

駄，経賢に於ける無駄な点がなかったであろうか？等盈。今やこLで我盈は無麦任な自由放任時代詮脱却して，次の時代

即ち規整ある自由にもとづく良心的な蒲意を実行にうつさなければならない段階に逢着していると考えられるのでありま

す。

この意味において昭和25年度から実施された測量士国家試験は極めて意義深く，測量事業の観醗指導濠関である地理

調査所の方針に対しては，全幅の信碩を寄せるものでありますが，然し林業という特殊の専門分野に於て要求される地図
には，自ら着眼点と要求度に若干の相違があるのであります。故に事務的技細勺にこの円滑化を図って，林業の発展を期

そうとする為に，日本林業技術協会は林野庁の態憩もあり，此処に測量指導部麓創設したのであります。この新しい機関

は当局の方針を正しく理解し，その政策の忠実な協力者であると共に，各都道府県及び営林局署が,森林調査を行うため

篭欝鱸畿:鴬蕩懸濯蕊謝単繍麓蝋黙ん雪裳蔑裟へ‐
ます･即ち本測斌指導部が当面の使命とするところは，国家及び国費補助により実施する作業について瀧讃を排除する漆-"”
な作業方法，実行態勢の確立するにありますが，その他

1．航空写真の森林調査叉は測鍵への利用等に関して調査研究を行う。即ち国有林測定作業，治山治水荒廃地復旧作業

奥地林開発幹線林道計画等応用面の拡大を図る

2． 測愛技術の普及，森林測量技術者の養成叉は斡旋をする

3．林相判読に関する調査研究竃行い，それらの蚕料の蒐集及び販布に従事する

4．新しく且大縮尺の航空写真使用が可能となる瀧に再撮影運動を提唱し，その実現に協力する

5．優良な測鼠機材の紹介斡旋を行う

6．日本写真測蹴学会，日本測量協会等と密接な交渉を保ち，測量に関する知識,意見の交換を図り，協力を期す

7． 〃蝿麦術〃誌に森林測量に関する論文，ニュースを紹介する

8．其他森林測薩事業の発展に寄与する

等であります。

以上の使命左遂行するには，担当者の情熱的な努力が必要であることは勿論でありますが，この様な措置を必要とした

趨勢を認識し，事惜を諒承された諸擾の絶大なる協力を希い，叉充分なる活用を期待するものであります。

（1952.5.28）
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昔から「称業は百年の大計を要す｣.と云はれる。裳によ一

司令 <制籠の特性を云ひ現はして居り，叉「山を治める者はよ
←

く国を治める」と云ふ諺も在る。慰ま政治上治山治水が何

よりも大切である事を教へた金言電あり，昔から森林の経

営が如何に困難であり，且議要な仕事で在るかを後世に戒

あたものてあろう。

霧淋の恵沢は吾埒の人生にとって鍵に広大無辺であり，

其の恩恵を離れては人生は大方その存在意義を失ふである

5と云ふも亦過言でばなかろう。 ．

｛ ‘で湯湯｡そしてを"霜令…中嬢凄鱗して属，′暖
即ち一度眼を卿ﾅぱ写るもの，群材であり叉その加工

l <人生雑溶して属ること溌知る。 －
然るに泌受と森林の恩恵に浴するを悟り燕ドﾊ直の報恩を

志したものが何人あったであろうか｡叉森林の発震保続に

身も心も捧げる其の熱摺を持って尽した為政者が幾人あっ

たであろうか。裳に雲煮たるものであり，この辺に熱が

壷今日の如き衰微を親たる素因の大ﾐ階があるのではなかろう
》毛

二一
時勢は異るも我国著名の林業発祥地にはその昔噸Lも優

れた先覚者,指導者があり…よく民潅導いた事は歴史に

よって知られる通りであり，秀でた先覚者，指導着を求む

る事は昔も今も変りはないだあろう。

然し人口著しく増加1-誕化も亦急速に進展し物資の消耗

年と共に甚しく増大する傾向に在り，これ力鶇め天然資源

は洞渇の徴嵯参みせ，あらゆる産業は自立朧を失ひつ上在

り，相互密接なる関連性を持つに非割'Lばその経営は困難

となり，更に国際的な政治，経済，軍事等の動向も亦微妙

の影響左簡す等極めで複雑化した現在の社会状勢に対処し

て平和を目指して産業立国の国是を具現する事は我国にと

っての一大試練で在り今日穣卓越した先覚者，指導者を求

むる事の急なる時は再とないであろう。

今や国勢消長の鍵とも云ふぺき我国森林の現状は満洲事

変を契機として，以来漸次国勢の膨脹する仁伴ひ木材の用

途は俄に拡がり消費量は累増の一途を辿り終ひに森林の経

営は保続の原則維持が許されなくなった。

是臓国勢に強ひられた林野行政の空白とも云ひ得べく，

その緒果は我国森林中比較的便利で在り然も地力，気象関

係等優位に在って我国森林の中枢を成す55％に当る重要

なる森林の生産力才若しく低下し,且我採後今筒造林造ら

れずその儘放置されて居ろもの凡そ150万町歩と云は誕，

是等の林地は直接風雨に晒されるもの多く一磯に保水力粒

失ひ一度風雨の来襲詮受矧才Lぱ忽ち洪水となり，山崩れを

生じ年為河ﾉI疏域の耕地，建物,交通施設，人畜等lこ凡そ

1千億円にも上る莫大なる水害を与へる等，霞土保安の機

能は全く衰へ,叉前述の如く箸い､森林生産力の低下に加

へ，敗戦の結果国土の喪失逼伴ひ4,500万町歩の森林が
一挙に2,500万町歩に減少した事等に因る木材の不足に至

っては今や磯謹を伝へられるに至り，木材に依存する国家

の埜幹産業に大きな脅威を与へつ上在り，廼､てはその運

営をも危からしめんとする実状に窪るを思ふ時，森林経営

の理想である保続の原則を保持し得なかった事は国勢の赴

く処致し方が無かったとは云へ澗蒙関係者も亦一半の責任

な感ずると共に今更返す返すも残念に恩ふ処である。

願〈ぱ此の苦い経験をよく肝に銘じて,将来毒ぴ海詮百

年の後に遺さない様に是を将来への教訓として速に森林経

営を常態に復し，自給自足を乗り越えて更に木材の輸出国
となる日を目標として，合理的なﾎ露行政を確立断行して

国家の繁栄に貢献すると共に国民の輿望に応えなければな

らない。

然れ共合理的な林野行政確立と云ふも今尚占領下に在り

更に国内事情も狭湛なる国土に過剰人口を抱容し，然も国

家再建の途上Iこ在り，木材の消讃量は年盈実に2億2千万
石に達すると云はれ,是に対し森林の推定生長識ほ年間僅

に1億4千万石程度と見積られ差引8千万石が年恐消費過

剰となり， 60億石と称登られる総蓄韻盗本詮そｵ'丈け消

耗する勘遥となり，この消錘愚剰の傾向は更に年々その量

を増し遂ひに森林は単位当り平均…に240石程度に低

下し，此雛放置する事は我国林野の経営を根底より覆し，

国土を荒廃し終ひには国民経済を脅すにも到る素因となる

一--－1．－－－



滝沢：我が画林野行政の重点施策と其の具現方策についてノ

くることLする。

（1）経済助成を強化するとと

造林の振興を阻む最も大きな原因は資金難であり，この

点については今度新に制定をみた農林漁業盗金融通法によ

って個ｽ法人の別を間は･ず鹸還期限30年据置期間5年利

率4分乃至7分で事業費の8割相当額が限度で融通される

鍾湧力熱た事朧盗金難をかこって居た森林所有者に相当

明毬､希望を持たせ造沸の振興を職長する草進的政策であ

り，造林振興の前途に希望の燈火を掲げたものと云へよ

う。
〆

故に今後との制度に定められた豊金が森林所有者のｲ翫今
要望に充分応じ得られるだけの確実なる準備措置が望まし》

＝

く，法の糖神を十分に生かし最大の効果を招来する厳合理垂
的な運営が強く望まれる。

叉この資金融通に併行して改善を要望される事は現行国

庫補助金の増額であるが，財政立て直しの途上に在り急迫

した現在の我国の経済事情から考慮すれば極めて難事では

あろうが森赫が持つ公益的重要性が極めて高い事及長j靭計

劃を絶対に必要とし，従って資金が長い間低利率で固定さ

れる不利が在る等,森林経営の特性を深く考慮して出来得

る限りの増額措霞力職ぜられる事は造林を底んにする最亀 《

確実な近道であろう。

擁祷…電濤………赫譲議制｡準；
がある。即ち富裕税,相続税の課蕊基礎となる森林の資産 ″
評価を大幅に軽減し，叉木材引取税を軽減或は廃止する等

によって森林所有者の経済的負担を軽くすることも造林意

欲の晶上に資するものであろう.。然し森林経営も経演産業

であるから自立経営で行くべき釣鑪則であって飽く迄も補

助金政策は現在に於ける森林の非常事態を乗り切る応急鐘へ
震であって造林の安定に伴ひ森称所有者の他力依存性を僧‐蕊乳
正してなるべく早期に於て自立経雲の軌道に乗る綴指導す

ることを忘れてはならない。

（2）．苗木の需給を円滑にするとと

騰難慈憾議繍麓瀞鑪蕊
正を始め其他林野経営に関す葛基本的重要法案が次舜に改

善整備せられ,我国林政史上曾てその例を観な』,､程の熱意

と国力を傾けて森林の造成と治山治水に必要癒る政治的措

置が識ぜら菰』つ入在り，幸ひにも社会状勢の安定に伴ひ漸

次森林所有者の造採意欲も昂まり年々造称が圧んに成りつ

つ在る傾向は鍵に喜ばしき限りであるが，造林の成果を昂

ある一ツの素因となるものは鯉良苗木を廉価で供給するに

在り，今後民間の養苗技術詮向上廷しむる為め積極的指導

を要すべく，叉一面苗木の需給調整については国が責任を

縛って当り国営苗畑に於て黛苗を養成し，需給調整の安全

事は容易渡察し得る処である。

然れ共爾来我国は幸ひにも気象,土壌等森林経営の根本

を成す自然環境に恵まれて居り，国家の総力を挙げて人智

の精を尽せぱ今後30年を出でずfして名実共に世界有数の

林業国日本の恒久的基礎を確立し得べき事ば確信を以て約

束し得る処であり，又近年漸く株野経営に寄せら託つ上在

る国民的関心を「喉元過ぎWI』ば熱さを忘れる」の轡に終ら

ぜる事無き穣,この機会を提へて林野行政当局は自らの報

導機関を拡充蕊01満ると共に新聞，ラヂオ等の報導機関を

最高度に活用し,絶へ'ず森林の現況や木材節用の必要性等

林野行政の方針を報導し，林野経営に対する国民的理解を

深めると同時に，積極的協力要請に最善の努力を獄ふくき

であろう。

而して今後の赫野行政に於ける経営合理化の対照は，我

国林野細菌漬2500万町歩の略3分2のな背め,然も昭和
24年末に於ける要造林地面穣約119万町歩が放縦され,て

居ると伝へられ，その生産力は著しく低下し極度に荒廃し

た民有林を如何にして復興発展に零くかに在り，国有林の

合理的経営と相俟って綜合的施策添立案さ江なければなら

ないのである。而してその行政施策については稲為考へら

れるも，極力木材需給の調整を図りつL然も連に森林の生

産力増進を招来1_得る穰な施策の断行が強く望まれる処で

あり，其の重点を為す施策は概ね次の如きものが挙げられ

や5。

1造林の振興

2伐採の制限

3木材の利用合理化

4奥地未利用株の開発

5行政の整理或革

6農山村の経済更生

以上6施策を採択し順次是が具現方策について私見を述

べる事とする。

一造林の振興について

森林経営の主眼点は如何にして生産力を増進し傑続する

かに在る事催云ふ迄もなし､。今我国森林の実態を観るに全

赫野の6％に当る150万町歩の要造林地添放羅されて
居り，更に年々70万町歩程度の伐跡地ガ噺に生ずるのに

対し造林が之に伴はないと云ふのが現状である。
此の造称の伴はない主なる理由としては〕鋪按金の不

足,苗木の不足,繼営浅砺の貧困，森林の鐸的価値に対す

為識瀧不足，社会ｻ鶴の不安等ガ鑿げら熱るから是等の蔑

については特に考慮を典ひ経営指導，経済湧旗等について

有効適切な造術繊策ガ韮めら証るならば森剃斬宥者に希

望を与へ案外急速に造休を進め得られるものではなかろう

か，数に數善を要すると恩はれるおもなる事項について述

ー
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滝沢：我が国林野行政の重点施策と其の具現方策について
一

が伴ふであろう事は容易に予想ざれ湯も，差当り駁急1F､で

要造称地を洩れなく踏査し,造林計劃を再編整備して所定

の造林5"ケ年計劃が円潅に進め得らる些様連に俸勢を整へ

る必要を痛感する。

（5）公有林野官行造林制度を拡充するとと

現在我国の林野の要造株馳面穣は凡そ150万町歩であ

り，その中民有林に属するものは約1]9万町歩と云はれう

是等の大半は経済的或は鍾願勺に造称困難なる場所で在る

と伝へられる。

故に所定の助成策のみにては造林の急速なる達成は到底

期待し難いものと予想されるにつき，斯る特殊事悩下に在

る林地の造林こそ官行造林制度を活用して速に森称の造成

を企画実行すべき置あろうと思はれるので公有林,私有林

の別を間はず,叉面識の制限も緩和L官行造林制庭を拡充

して国家の責任と技術詮以て造林の促進を計る事こそ，斯

る困難なる条件下に在る林地の森林造成を速に成功に導く
最善の方法ではなかろうか。

（6.）天然生林の生産力婚進を計ること

＝股に天然生の広葉樹林は人工が加へられずに自然の推

移に任せ放置されて居る森林が多く，従ってその林況朧潅
’ 若

木，笹,蕊，荊類等に覆はれ現況遊休状態で殆ど生態に役

立って居ない林地が案外多く，叉甚だしく疎稼Gあった

り，或は優良樹種が極めて少なく経済的価値の乏しい森林

が相当多く見受られるのでグ地味可良の適地は針葉樹に,叉

広葉樹による外ない林地はなるべく優良なる広葉樹に改め

る等樹種改良によって生長量の増加と経済的価値を昂める

漆に集約的経営法を指導奨励し,叉現況天然下種詮有利と
する林地に対しては母樹を保残する事は勿論下種と発芽を

良くする為め地表の掻起し，笹其他下種の支障となる物凌

除去し天然下種の成果を昂める様積極釣に補助作業を行ふ

事な奨励する等,天然林に対しても人工造林地に対すると

同様の心購へを以て生産力増進の取扱ひをする嫌に指導奨

励して，天然林を抜磁する演習を改める等あらゆる手段方

法を尽し揮林分の生産駁を増進し森林の経済的価値を昂め

るべきであろう。

（7）林地の縦改良を計ること‐

森林は土地を基礎として行はれる生産事業であるから，

連年保続して生藍力左維持する為あ浜は，常に地力が維持

増進される橡に施業力轄へられなけ識,ぱならない。

即ち最近我国の森称は一般に地力低下の傾向が現れ始め

て居るが，殊に民有林は幼齢伐採が頻繁に繰返へざれ絶へ

ず地肌を直接風雨に螺す環境に綴かれ,叉至便の地に在る

森榊襲殆戎,ど年持農業用肥料或は家畜飼料として生草落葉

が採取進られる等，永年に豆って掠奪的林業が行はれた結

果辮悪の徴藩しく，殊に中部日本以西は特にその糞へ秘湛

弁となり苗木の供給腱万全を期すべきであろう。

永春の例詮みるに各所に地域的の苗木不足があり，これ

侭造林奨励に逆行するものであって看過出来ない問題であ

る。

是ガ鶇め折角芽生えた森林所有者の造林意欲を減殺し，

造林の振興を阻む事にもなる故,将来は斯る事の無い猿に

政治力垳政磯総の末端迄浸透して，よく実態に即した綜合

計劉が実施される嫌政治力を御bし，筍も苗木がジ辰足する

が如きことのない稜留意される事力禦ま証る°

夢（3）森林経営技術の指導普及を強ｲけること

＝木材磯霞の傾向は世界共通の悩みであるとも云はれるが

－ 殊に我が国現在の窮迫した経済状勢では講和薊諾ばれ，自

一． 虚国家になっても当分の間住牟伽く外材の大量輔ｽは望
一 承得べ<も厳く，従って国内に於て経営を合理化し森林の

生産力を昂めて自給の道を拓くのが現在の我国情から観て

望み得る最善の策であろう。

故に終戦を契機として癖経毒術の調査研究と是が普

及事業については林野行政庁も特に力を注いで居る事は一

般に知られる通りであって，民有林経営指導制度の実施を

見たる事は我国民有林経営上劃期的な進歩政策であり》今
◆ 後に於ける経営成績の飛騨､発展が期して待たれる訳であ

るが，要は今後に於けるこの制度の運用如何と底接指導に

＃ 当る指蕊員の綱と摩なる諭見と卓鐘した経當鐘術I逗待
・ つ処が多大であるから指導者の訓練謎成については特に燐

重なる考慮力訟はｵもるべきで在ると共に他面森林経営に優

れた識見と深い経験を持つ在野の人材を起用して経営技術

の指導普及に活用する等徹底した錯匠の採られる事謬埋ま
わ

しい°
季

，（4）民有林の実態を把握ずること～

燕法の彗菌的改正によって国家の責任涯於て民有林の百

施業が合郵勺に進められる態勢が整備され,特に森林計劉

の主眼点左造林の促進に侭き適地に対する人工植栽による

造称を義務づけると共に此の義務に対する違反措置として

行政代執行法，或は造林臨時措置法の適用を以て臨易卜造林

の促進と成功が充分期待し得ら計1，る糠,法的措碇が識ぜら

れた事は我国林野行政の維新とも云ふべき大転換であり，

我国林業の明おい将来蓬指向するものと云へやう。

然し戒否の鍵は是等幾多の森称関係重要法案に基いて今

後行はれるべき運懲の女輌に在るので』連に計劃の基礎を

為す．民有林の実態左正確に把握して実状に即した適正なる

具体策が樹てられ,荷も実行に齪踊を来し森林所有者の期

待を裏切るが如き事の無い擬,万全の措置を識労る事は蓋
し重要なる事項であろう。然れ共現在の民有林の在り方は

所有関係が極めて複雑であり，従来何等綜合された経営計

劉が無かった為め，その正確なる実態を掴む事は至髄困難

幸
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し<見受けられるWごつき，地力の維持敦良については今後

森林経営上相当老慮左要すべきであろう。

従来我国の森林経営を観るも，一般的には地力維持につ

いては案外無関心であづだ濠である。

然し林業識や民間篤志林業家，国有林等に於ては「ﾔ
ｼﾔブｼ」「ﾊﾝﾉｷj「アカシヤ｣等の肥料木を混植し
で地力の増進を図り非常に功果を叢げた実例は少なくない

ので，今後は農用肥料鯏鰯I途に専用林を設ける事とし極

力落葉生草の乱採的習俄を改めるは勿論,進んで肥料木を

楠付け予或は針広両樹霞の混植交替等地力増進法を指導奨

励して森林生産力の恒久的保続を安全にすべき歪あろう。

（8）＊礫試験成果を活用すること 、

森林の企業的経営に永い歴史を持ち，然も経営技術に於

ても世界的水準に在った我国林野経営の発達は禽欧洲の林

業先進国の影響もさる事乍ら，我国林業試験の成果に負ふ

処極めて大なるものがある。

然し従来の我国林野行政ば，林業議験と実行機関との関

連性保持については何か欠け;るものがあったのではなかろ

5か。折角の研究成果も経営の実行に十分活用せられなか

った憾があり,数多い”侭畷職成果も林業鯛係者噸し
まれず，あたらその不遇をかこって徒腱塵に埋もれている

ものも多いのではなかろうか。

是は普及機関の不備にも原困があろうし，叉森林経営を

担当する者の研究的熱意の欠如と云ふか，進取的心構への

低さを物語るものでもあろうが‘荷も世界一流の林業先進

国を以て自任する我国林野行政にと‘って惜しみても借余り
9

あるものと云ひ得や5。

殊に森林生産力増進の為特に経燭支術の躍進的向上が要

求されて居る折柄，林業試験の発展を切に望む処であるも

差当り既往に於けるあらゆる試験成果を再検討して有効適

切と思はれるものは洩れなく採り上げて，森株造成に役立
●

てる様潅措羅の採られる事が望まい､。

（9入特用樹木類の増殖を奨励すること

特用樹木の増殖につA,,ては従来奨励策泌謀られて居り，

造林臨時措寵法に於ても助成対照として指定された広葉樹

10種類の中に含まれて居るが從来｢キリ｣rウルシ｣等の産

地と云はれる地方の状況を震ると農家経済を鱈す好影響の

著しき事はよくその実例を見る処であり,現在既に経済不

振の徴ある盤村の経済更生の一助とも成り得べきに付き耕

地艇附属する小面積の閑地利用や，至便林地の地味良好な

る場所等選定して特用樹の増殖を旺んにする稜指導奨励す

ること桧，近年頓腫艤用樹の漆出量減少が蕊へられて居る

現況に鑑み当然採り挙げられねばならない問題であろう。

（10）網未保護施策を職化するとと
造林の振興と森林の保藍露灘ま影の形に添ふ如き関係にあ

る一坪施策であるが，元来保護は消極策である為め兎角

忘れられ勝這の傾向に在るが，造林の成果を期待する為め

には保謹政策に力を注がなしうればならない。

終戦後我国に於ける森林被害は増大して居り，其の大部

分を森林火災と虫害が占めて居る。

両者共戦後特に著しい増加傾向を示して居り，是が防止

については目下非常な努力が私はれて居るが，今後更に虫

害につ↓､ては化学的に叉森林火災に，ついては愛林思想普及

に効果的な対策樹立力窪童しい･

今裁に昭和25年度に於ける森林火災の統計を示せば漁
の通りである。

へ

(i)被害fW1,500件 ｡‐
竜

(ii)被害面祇41,000町歩 β

（麺）被害材識450万石 一旦』

(iv')損害価絡3億円

以上の如き莫大なる被害を生じて居り，終戦後特庭増加

をみた主因は，敗戦に因る国民思想の混乱に伴ふ道義心の

敗頽による影謬と思戯ｵじるに付き，これが対策として国民

的精神作興ら－大運動を展開すべきであろう。 、

K11)愛林周行事の再検討について
造赫振興のため愛林日の設定されて居る事は筵に意鏡深 ・

い事であり，殼定以来既に久しい歴史詮持ち，造林思想普

及に撰多無形の功績詮遺した事は一般に知られる通りであ

るが,林政數革を擬会にその行事内容糎ついて現在の繩攻 ・

腰即応するや否やを再鋳計して，今後の愛称日、在り方に

ついて握裳方針を再編する必要はなかろうか6

即ち年為全国を通じてこの行事に使用きれる経費は巨額

・に達するであろうが，果して全国各地で行はれて居る記念

植樹が造林思想普及上ど淑程役立らているかは疑はい1忽窪、
寧ろこの行事に使は癖経費を以て苗木の養成,或は購入-LSE
に当て全国各家庭に苗木を無償配布して国民全部に紀念植

樹の機会を与へる事の方が国家的行事としての意義も極め

て深く，叉国民が自ら植樹する体験を通して森林造成の必

要なる意義を理解すると云ふ点から観て亀亦，家庭が行ふ

事によって次の時代を背負ふ域少年に植樹を通して造林の

大切なる事を認識瞳しめる良い機会ともなり，関係者丈げ

集って記念植樹を行ふよりは遙iこ効識勺ではなかろうか。

故に記念植樹は国家行事として特定の一個所で行ふに止

め，今後地方官公署の行ふ記趨直樹は一切取止あ，苗木の

配布と併行して新聞，ラヂオ，映画等を適しての宣伝を強

化する事の方ガ晴効適切潅はなかろうかと零へられる。

二伐採の制限について

森林の経営は造林と伐採がその根幹詮為し相互表裏の関

係に在り，常に両者の均衡が保持される事が立前笹あるか

ら現在の非常事態に処する溝想としては先ず雫を集めて

屯
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業案が確立して居る国有林の経営に於ても，現況必しも諸
潅規に指示された制限が忠実涯実践されていると幟保証し

熱勤事例＄なきにしも非ずとサる向もあるかに伝へらｵしる

折柄，その真疑は兎も角として民有林に伐採を求むるから

には，国有林の経営に於ても必ず伐採制限を厳正に実践し

て先ず範を示すべきであろう。

今回改正された森林法に定められる伐採制限の対照は，

その焦点が民有林にあるから，立法の精神がよく末端の森

林所有者に穆透諒解される猿徹底した普及策を講じ，荷＄

民権を犯Pすが如き事なきは勿論,伐採の制限に伴って生ず

る犠牲或は損失に対しては国家の補償及び金融措置等左講

ずる要あるべく，然る後関係看の職種的協力を得て伐採制

限の実効が確実に期待し得る簾周到なる施紫の採られん事

を望んで止まないものである。

由来林政は国民経済と極めて密接なる連薬な持つもので

あり，銅逗未曾有の戦禍に会ひ，然も計り知れない複雑怪

奇な国際情勢の渦中にあって，国家の総力を挙げて国勢再

興の途上にある国情を潔<考へ,伐採の制限のみに片寄り

過ぎて森林資源の供給面に於て空白を生ずるが如き事の無

い穣心すべき事を忘れてはならないであろう。

三木材の利用合理化について

木材の利用を合理上し其の節用を計る事は森林の合理的

経営を援ける最も有効にして且重蕊なる施策であろう。
即ち木材は極めて利用範囲が広範であるだけに節融輔

底して行はれるならば，莫大量力郵約し得る可能性が充分

あるから，木材の利用を合理化する事については木材消費

に関係を持つ宮公甥は勿論,民間各業界に猿極的協力を要
請すると共に林野行政庁自体も林業試験を拡充整備し，木

材の耐用節用等利用に関する研究を急ぐと共に大学,其他

木材化学Wf究機関等に協力を要請し，速に木材節用に関す

る具体策左樹て，一般木材消費関係者の啓蒙指導涯全力を

傾注して極力木材消費量左圧縮し，年間不足慨8,000万

石の節約を図り需給を調整し木樹不足lこ因る産業界の混乱

防止に努め，以て森林の合理経営が支障なく進め得られる

様速に万垂の措澄を講ずべきであろう。

今我国木材の需給錘利用の状況左観るに，前述せる如く

全林野2,500万町歩の森林の年間推定生長段は凡そ1億

4,000.万石で在るのに対し，木材の年間消菱愚は建築用産
業用其他用材として使用されるもの約1億2,000万石と

薪炭材約1億石，併せて爽に琢億2,000万石に達し消幾瞳

は生長風:の約1.6倍に当り，この外年々予測しない森林火

災,虫害,風水害等の発生に因って伐採されるもの凡そ500

万石もあり，年々伐採量増加の傾向は著しく， この総推

移せば60億石と称造られる蓄積資本も加速魔を以て失は

れ今後20年左出ずして我国の経済林は殆んどその利用価

新しい仕組みによる改善策を樹て，森林経営の理想である

恒久保続生産の原則を顕現して森林の利用性を昂め,経済

産業としての安定性を強固にして林産物の供論を円滑にす

るのみならず，延いては水源窪酒蕊して風水害を予防し国

土を保全して経済的，精神的に国民生活の安定と国家の復

興繁栄に寄与し得る健全なる経営仕組が立案実施されなけ

ればならない。

故に前述せる造林の振興と共に採択せらるべき森林復興

の重点施策としては，現況乱伐と災害の為め正に衰亡に傾

かんとする森林の支柱として，諸施策に先んじて伐採を制

限する事であろう。

然し是は鉋<迄も森林復興の基礎を築く．為の非常要段で
一匹 ある事は云ふ迄もな･く，従って森林所有者及び林業関係者
一二 は勿論のこと国民思想として森林経堂に関する認識が深ま

り，叉森林経営が常態に復Fｻｰるに従ひ漸次緩和或は廃止さ

れるべきであろうが,差当り現在の非常事態を乗り切る為

に,永い森称経営の歴史と感化た経営銭術を誇る我国林野

行政の叙智を傾けて，復興の為め強い決意溌以て伐採の制

限詮断行すべき秋であろう。‘

然し乍ら伐採制限の限界を何処に引くか徴むずかしい間

｡ 題であって然も非常庭重要な点であるが，是は現在の木材

消費部門に於ける消費の実態についてその適性を判定喉捨

して節用策を樹てる一方,森林の現有蓄積と年間生長量の

．実数を田乗得る限り正確に把握し，其れを基礎として需給

相俺り調整を図るの外ないであろう。

即ち不要不急の消養部門への供給停止，代替の可能性あ
●

るものは他資材に娠換して木材の供給通抑制し,更に伐木，

造材,搬出,製材,用法等生産より利願に到る過程に於け
至る木材の利用技術を合理化して，極力節用を計る等の改善

， 冨 策を識ずる事によって，略々節用限度力判明して消我の絶
竺

対量が算定し得られるものと思孟､。

又供給面に於ては，伐採愚は原則として年間生長職溌限

度とすべき力狸想であってみれば，努めて蓄積資本に喰ひ

込む事を避け生長量の範囲で押へるべきである。
即ち絶対消螢職と原則的伐採量との不足差倣間伐木,造

林地支庫木等の利用と今i奇嬢出不便なる為め未開発の総放

置されて居る騨池の生長衰微した過熱称分を開発する外

更に国家財政窮乏の事情はよく解るが,森林経営の特殊性

を考慰して樹こ存亡《a岐路に立つ森林復興の為め,当分の
間財政的重点を傾けて極力外材の輸入を計る等供給面に於

ける識極的努力を結集すれば，需要部門に於ける利用の合

利化と相俟って綜合的に伐採量と消蕊量が調整されて伐擁

制限の限界も自ら限定されるものと信ずる。

然して伐採制限を実施するに当っては，法の精神を忠実

に実践してこそ其の効果が期待し得鰍しる訳であるが,施

ー
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一一

、

処理が如何に効果的壷あるかの一例を鉄道の枕木にとれば

クレオソート液に浸した木材は耐用年数7～10年である

のに対し圧搾注入処理したものは20年以上耐用すると云

はれ合理化の良い例である。’
（4）当分の間木材を原料とする製品の製造禁止叉Iま制限

を果断を以て実施ｻｰることが強く望まれる。

⑤我国の住宅は周囲に板塀を囲らす習潰があり，是砿二

使用される木材ば相当多遮に上るものと想はれるも,是は

樹木を穂付け生垣を作る事が経済的に有利であるのみなら

ず緑は人の精操にも，亦衛生上wこも無形の良い影響が蟇へ
られるものであろ事を宣伝奨励して木材の節用に資する事

へ
も亦一策であろう。

以上は木材節用の一部にすぎないものであり，是に類す＝
る節用の方途縦非常I這多かるべきにつき』具体的な調査と亀
研究を進め,節用施策が完全に実施され皇ば大量の節約が
期待し得られや5．

．されど国民の日常生活に密接な窓関係を持つだけに，生

活の豊書と潤ひを再び消し，国民生活を味気ない殺風景な

ものにするが,木材護鐘の実状をよく国民糎塑へ当分の間

耐乏と全幅の協力葱得る樵要請すべきであろう。

四奥地森林の開發について ＜

既に適正伐期齢に達し或は過熱林となるも交通運輸の関

係不便の為め，徒に放麗され潟奥地未利用林は我国森林の

凡そ45％はあろうと伝へられる。 ．

然してこの奥地林は今後幼壮齢林の伐採制限に依り生ず

る不足木材の補給林として最大の対照となって居るも，こ 〆

ｵ'1，が実際の開発については先ず疎道の開設,伐採技術の導

乃,伐採後の跡地の造林簿について充分考慮を要ずべきも・
今迄残された奥地林であるだけに経済的,或は技術的に稲A
当困難の伴ふ事は容易に予懇されるので,具体的な開発計一二
劃を樹てる為いにほ連に現地の実態を詳細に調査して伐採
搬出は元より跡地の更新に至る迄一撰した具体的な長期植

伐計劃を樹て然る後実行に移るべきであろう。

而して実行については英大なる資金を要すべく，然も跡

地の造林については多額の黄金が投資後，長期間固定され

る関係もある等経済関係が充分検討されねばならないが，
現在我が国の経済的に深みのない蟻業界の現状より考慮す
れば，資金の結集は相当困難力逼透さがるので，国家資本

の助成がない限り民間斑本による開発は望み薄きにつき，

国蒙として資金の融通粒特に考へるか，或は半官半民の合

弁で開発する力等の方法毒へられるが，伐採後に於ける

跡地の更新については，官行造林制度を活用して国家盗本

で再造林寄行ふのも一つの方法であろう。・

是は開発に関心を持つ関係各方面の意向によって最も有

利適切なる方法を選べばよいのであるが，何れにしる大幅

値を失ふであろうと伝へらｵ1鑓に憂慮すべき現状である。

故に今直ちにこの過伐を押へ速に生産力塘進の具#鐸詮

樹てる事が急務中の急溺であつ工，その施策の重点は森林

経営の原則である恒久的保続俸勢を確立するに在る。

即ち生長量の限度で伐採左雷容ずるに止め，一方造林の

奨励と相侭って森林の生長識増進の為め特に幼拙齢林の伐
色

採を制限し，木材の利用を合理化してその消費競節約に有

効適切なるあらゆる手段を譜ずべきであろうb

然ｵ洪一面戦災復興途上に在る我国木材の必需性は極め

て強く，前述の如く森林の経営急媒続の原則を固守し,伐

採を生長量内に抑制する場合は年間8,000万石の供給不足

を生じ，直ちに建築,運輸，通信，交通,鉱業，パルプ等

国家の基幹産業の発展運営を脅すに止まらず，趣､ては其

の根底をも揺がす結果ともなる虞のある事は充分心得てお

かねぱなら厳い。

以上の如く伐採の制限と木材の必需性とは密接織妙の関

係にあるも，森林の保続経営上絶体に過伐が許されないの

で,供給不足8,000万石は間伐材の利用,外彌輸入の速進,奥

地林の開発等意図る冒一労必要度の低b,消費産業面に於て努

めて節約を計るの外ないので,一応現在の消費雛2億2,000

万石については用途別に必需性を再検討して.，不足量

8,000万石の節用並に需給調整に関する具体策を速渥樹立

し実行に移さなければならない。

然し上記の不足量8,000万石は需要総量の36％強に

当るので，需用方面に与へる影響ほ極めて深刻なるべく，

その必要度の認定は困製鰄乱予想されるも，木材の如き最重

要賓材は当分の間生産，配給を統制し強力瀝需給茜調整し

国家の基幹産業の適正所要獄の確保については国勢発展上

飽く迄も政府が識任を以て特に考慮を私ふべきであろう。

而して木材統制に当っては戦時中の経験を充分に善用し

筒時勢の変遷をよく考慮に入れて弊害を伴はない瀧合理的

な統制の行はれる事が望ましく,,叉木材の節用についても
、

国民生活に影響少なき物を選ぶことに極力努むくきである

5．

今次に節用策2，3を挙げて私や5．

（1）総ての木造建築物について新築,補修を間はず当分

の間制限或は許可制を採ること。殊に官公庁は木製用度品

に至る迄新調を差控へ卒先範を示すべきであろう。

②国土綜合開発計劃に基いて電源の開発及石炭並にカ

ソリン其他燃料油の増産等木材Iこ代用し得る資材の増産を

計り，特に燃料向木材を大幅に節用し得る稜関係方面の協

力を求めることは遇F共行ふ必要を痛感する。

（3）木材の耐用年数を延長する為めクレ牙ソート，ペン

キ等の防腐薬剤を注入,或は塗布することを奨励し極力滞

菱の節約を計ることに努めねばならない。即ち木材の薬剤

－6－
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滝沢：我が国林野行政の重点施策と其の具現方策について

な国家助成なくしては成功は危夢まれるので，奥地林の開

発については国勢の回復を急ぎつL在る現在に於ける我国

木材の必要性が遷延を許さない事情に在る事，及治山治水

上最も重要なる位置に在る水源林の伐採であるから是に伴

ふ跡地造林の重要性を考慮して再び悔を100年の後に遺さ

ない様国家の責任と儀牲に於て早急に奥地林の開発利用の

具体策を樹て速に実践に移すべきであろう。

五行政機構の整理改革について

林野行政の使命は森林を培謎保続し，その成産力を増進

して国土を保全し国民経済の発展に寄与するに在る事は今

更云ふ迄もなく，叉この使命を達する為めには経済産業と
~

して最小の経費を以て最趨果を挙げる経済の原則に艮砿

一 した合理的な経営が喪望される事は当然である。
‐ 故にこの原則具現の為め未だ曾て我国林業史上に例をみ

ない種荒廃した森林を演旧する為あ,今や幾多の雑的政
策が採られんとするこの際，当然行政磯構も再検討の上新

事態に即応する榛行政機関の廃置分合，人員の配震転換，

事務の簡素化及是等の整理に伴ひ生ずる過剰人員の麹里並

用品の節約を図る等の必要あるべく,，叉森林経営浅術の改

善普及殉窪当り森林生産力増進上最大の有効施策であると
～

云はれるのに鑑みて，誘業試験の拡充整備と鍬制度の運勺

営には特に力を注ぐ必要を痛感すると共に，敗戦を契機と

する国情の大蕊革に伴ひ国民思想は混乱し，頓に道義が廃

頽し公益性も亦蔭を潜め研修を怠り誠実を欠くの傾向は官茂

公庁にも影響する処至大で在り，終戦後既に満6年を迎へ

んとするも今間改まらない現況を観ては，林業の再興も覚

束なきを態はせるものあるに付き，林政の改革を契機とし

て吏道の刷新と公務員の再教育を断行することも蓋し洞敏
一実践の成否を分つ重要な鍵の一つであろう。

‐六農山村の經済更生について

終戦後一時好況を伝へられた農山村経済も食濁不足の緩

和に伴ひ次第に後退の傾向を見せつ土在ったが,最近では

明に衰微の徴候が現つれて居り，叉農山村経済に深い関係

を持つ傾向としては？現在我が国内物価は国際価格を上廻

り識和後に於ける貿易上国際物価の水準迄引下げる必要カミ

在るとの見解によって，低物価政策の遂行にyついて司令部

から勤告を受けて居り，米価引上げの見透しも困難である

等今後の農山村経済の行方は極めて楽観を許さないものが

あるのでばなからうか。

こうした経済状勢に加へ改正森林法は森林の合理的経営

麸狙ひとして新な森林計劃に基いて民有林の普通林に属す

る幼壮齢林伐採について制限並許可制を採用実施する運び

となったが，是が燕所有者に及ぼす経済的影響は相当大

きなものがあるものと想像されるに付き，森林の合理的経

営の目的達成に確実職を持たせる為め森林所有者の森林収

入への依存度を軽減する為め傾きつ典在る鍵山村の経濱更

生を助長する施策として蝶業の多角経営,農業経営技術の

改良指導,各種副業の指導奨励等農山村の綜合的経濱更生

策を速に識ずる様措置することも亦林業経営の円滑を期す

る一助ともなろうと考へられる。

結 言

以上我国称野行政の重点施策とその具現策について見解

を述べた処であるが,各施策とも相互関連竃密接にし綜合

的に歩調を併せて実践されてこそ始めてその功果が期待さ

れる訳であるから，運営に当Pては特にこの点に留意され
る事が望ましく，斯くする時は我が国林業の将来も決して

暗いものでばない事を保証し得る。

即ち森林は自然環境への依存性力糎逓て強く然も投盗よ

りその成果を観る迄に非常に長期を要する為めあらゆる因

子を想定し数十年或は百年以上にも亘る遠い将来を予想し

た一ツの理想案によって施業力錘められるので，暫兵見透

しの誤りを犯す場合も生ずるので其の計劃に当っては既往

に於ける正確なる実績の統計資料と卓越した判断力と更に

優れた見透Lと尚熟練した経営技術を要する等の困難性も
あり,叉多額の資金が低利率で長期間固定される等,他の
産業に見られない不利な条件を持つ半面，石炭，ガソリ

ン，鉄等の天然盗源の如く一定の量的制限のある埋蔵資源
と異り，幸ひ森林は培養資源である為め人工を加へ育成
し，合理的経営を行ふならば或一定量は無限に生産詮保続
し得る利点があり，今後の施策に宣しきを得れば現在の単
位当り平均生産鐘240石に対し2倍或は3倍程度の生産力
を増進し得る可能性は充分あるのであって，是に併行して
今後木材の耐用,節用等利用の合理化が具体化して行けば，
将来は今上，或程度の国内消費の増加筵見越しても充分自
足し得るは勿論のこと，更に進んで輪題し得る事も予想さ
れるのであって，他の産業より非常に明るい将来力現透さ
れる訳である。

然し如何に見透しが明るく，叉理想的具体案添立…極
されても，従来の例に主<観る如く熱し易く冷め易い持艤
性の乏しい傾向が今後も尚是正されず,運営の中途に腱で
熱意の低下を来す様な事があっては,経営合理化も.その目
的達成が覚束なきにつき，喉元過ぎて熱さを忘れない様互
ひの心溝へが大切であろう。

斯の如く成否の鍵は今後に於ける施業の運営如何に懸る

ものであるから，最善の努力を傾注し，あらゆる障害と無
駄を排除して有効適切な為実践の断行が期待される処であ
るが，前述した通りあらゆる原料喪源の洞渇徴候著しく総
ての産業の相互関連が重要性を増し，各産業共独立自営が
困難なる傾向にある時,転換錨に在る林業も亦林野経営の
立場のみから行動する事は許されず,殊に国家の基幹産業
に幟ﾘ深い関係を持つ林野行政の前途は多難であるべく，
特に幅の在る行政約窪まれる謂であり，叉森林経営を生涯
の使命とする吾人にとっても，我国有史以来の荒廃と漢ぜ
られるこの森林の復興と発展の重査を双肩に担ふ事を忘れ
ずに林業中興の大事業に半生を捧げ得る機会に避遁したる
を本懐とし，畢生の精魂左傾けて林野行政の発展に貢献す
べきであろう。 （終り）

qi
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差を認めることができなくても，成長量や材質などが違う

ぱあいも考えられる｡その差酋蕊っずかであるならば,実地造

林ではひとつの林業品種と認めることができるとしても，

試験研究ではこれを区別して，母樹別に取扱わな噸､ぱなへ

らない。 ．‐

とくに有性繁殖のぱあいには林業品種の区別は信頼でき声

ない。たとえば熊本県の滋薗鴎こはその特徴力乳､ちじるし 弘到
いものと，謝鼠のクロマツとほとんど区別宅きないもの

と，その中間型のものとがあるゆえ，母樹を〕認すること

ガ蓮要であり，アカマツの優良品種や秋田"坊のスギの品

種もまた同操である。

福田氏の青成せる真のｸﾛｰﾝは遺徴子に差がないはず
であ毛が，同じクローンでも樹木の大さ（年令すなわち挿

付後の経過年数）によって葉の形状がいくぶん変化するぱ 塾

かりでなく，発侭陸にはかな・りいちじるしい差がある。ま

た同じ樹木でも揮穂のとりかたによって発根状態力鐘うこ

とは明らかで，福田氏は不定芽を挿せば発展しやすいと述 ・

べている。 したがって壮令以上の樹木から挿穂をとるに

は，枝条を強く切りこんで不定芽を出させてこれを使うを

可とする。 ．

かくのごとく其のクローンでも挿徳のとりかたによって

発根状態がいちじるしく変化するゆえ，挿木試験の識掛を/へ
L一己

とるに織田心の注意を必要とする。 口皇

要するに林業茄種の見本林としてはいわゆるヌアサと称

するものを植えれば十分であるが，精密な試験研究を実行

するぱあいには，いわゆるメアテの中に遺伝子を異にする

ものがあることを忘れてはならない｡昔なわち林業品種は

満濃学的特徴がどれほど郷xしていても,他の諸性質に差
があることが珍らしくない。

－したがって林業技術者は現在のいわゆる林業品種のうち
●

から》とくに健秀な個体を選抜して翼のク戸一ソを育成す ．

愚ように努力すべきである。民間の林業家福田孫多氏が生

涯を捧げてｸﾛ戸ﾝを育成せる努力を考えるとき,試験研

究に従事せる科業凌耐錯が林業品種の本質をわきまえずし

て供試材料の選択に無関心であることは甚だ遺憾である。

品種は栽培上重要な諸性質（生産物の品質。収溌の多

少・病虫害に対する抵抗性など）が子苗へ遺伝すべきであ

るにかかわ‘らず，林業では遣俵性を吟味することなく，形

態鎗杓の性質とくに枝葉･樹皮などの特徴を捕えて品種を

区別している。

挿木で繁殖するぱあいには母樹の捜痩が苗木に遺伝する

が,母樹が違うぱあいには形態が類似していて区別できな

くても，造林_罎要である諸性質，たとえば成長の運速･

材質の優劣｡諸害に対する…などが等しいとは限らな

い。実際に造林するぱあいにはこれらの諸憧質に多少の差

があっても，林業上滿別の麦障がないが，識羨研究の供試

材料として使うぱあいには，遺伝予が等しいかどうかを吟

味する必要がある。

栃調晨上都賀郡小来川村の福田孫多氏が育成せるスギの

クローンは林木におけるほ.とんど唯一の品種歪あるが，挿

木を実行している地方のいつゆる品種は類似のク画一ンの

集合体と見なすべきもので，造林技術上はこれを林業品種

と呼ぶことが．蔭きるとしても，試鯛研究において遺伝子が

等しいものとして砿扱うことは適当でない。

すなわち実験材料としては品種名を記職するだけでは不

十分であり，特定の個体を選ぶことが重要である。造林の

目的にはメアサとかウラセバルとかいえば十分であるが，

試験研究のためにほどこど‘_にあるメアサの第何号樹と呼

ぶ必要がある。すなわち同じメア夢でも個体によって遺伝
子が違う不安があるゆえ，2本以上のメアサを供試材料と

するぱあいには,鰯劉ごとに番号をつけ句I別に喉吸う必
要がある。

タ表を播いて育てた苗木葱供試材料とするとき，同じ母

樹のタネを使うぱあいには重要な諸性質には大差ないとし

ても，多少ずつ違う点があることが一般に認めら識ている

にかかわらず,､挿木によるばあいには搾織耐重を盲信して
あたかも単一のク戸戸-ンであるかの如き錯覚をおこL元い

る人がある．頓田孫多氏がｽギ‘び葉を糖密に観察すれば，
入間の顔が一人一人違う如く，スギの葉も一本一本違うこ

とを強調していることは真理である。なお葉の形状鋤謹う

如く，その他の性質もまた違うはずであり，葉の形態上の
× ×

ご

(雲）東大農学部・農博

－8－
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森林の土砂流出I

澱
雄川 口 武、

一緒 言

・近年の水害の頻発や発電職堤の堆砂等の問題から，山地

よりの土砂流出の問題が大きく取上げられる様に撮り，従

って林業の立場からは従来常識的腱云われていた森林の土

砂流出防止効果を，更に一歩進あて森林の存在割合，樹

種，樹齢等と土砂流出の関係，即ち従来定栓的に云われて

いたものを定量的な結論に導く事を要望されるに到ってい

ろ。

‘面積の試験区の試験結果は乏しいけれども林業譲鼓場

により少し行ｵ載れて来たが，季流域等の大面積に於いて森

林と土砂流遥の関係を明かにPする薯が必要で鯵筆者は林野

庁当局の要望により現在此の問題を研究中であるが，既存

資料乏しく其の解明方法も暗中摸索の現状種あるが，今後

広く此の方面の資料が蒐集される事を希望する為と，解明

方法の如何では誤った結論を導き閏す恐ｵ唾無きにしもあ
らずの点が判明したので，販敢えず現在迄の結果証紹介す

るのが本旨である｡、

筒盗料として用いた旧日発関係の発鷺ダムの流域森林状

況は林野庁研究普及課渡辺武夫技官が蒐集された丘もので，

黄料な提供された渡辺技官に深甚の謝意を表する。

二資 料

費料として用いたのは蔵霞氏9のアイオン合風時の北上

川水害調査結果の第1表と，田中氏鋤の旧日発関係の発電

堰堤の堆砂と地形,地質との関係の調査結果と渡辺技官調
査の森林状況を組合§っぜた第2表である。

第2表

｜"塵‘
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第’表中被害係数と云うのは流出王砂による埋没被害面

積を川の長さで割ったもの，起伏度は地形図に一辺2km

の方眼網目を画き各燕の目の中の等高線を辿って最高点と

最低点の差を求め一つの川の通過する総ての網目の数値を
平均じたもの，立木比は流域の森林面蔽を洗域面鎖で陰し

て,00を乗じたもの，針葉樹比，広葉樹比は夫為針葉樹面、

積，広紫樹面積(針広混合林は面積を二等分して夫為針葉

樹面較，広葉樹面積に加えてある）を流域面積通除し’00
を乗ばたもの,立木密度は森紘'町歩当りの材裁石数逢あ
る。被害係数は土砂流出量とは異なるが，演料が乏しいの

で一応土砂流出麓の代用として用いた。叉原文には他の明

後沢川，寺領川，岩堰川の三川の数値を掲げてあるが,此

第1表

河川名

洪績層
〃

〃 ．

〃

〃

菫紀層
〃

〃

潅臘
〃

０
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甥
釦
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劉
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(鍔）林業試験場防災部
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川口：森林の土砂流出に及ぼす影響の解明方法への示唆
、

の三川は著者の云われ為通り1本の川から分流したもの

で，第1表の他の川とは状況を異にして例ﾀ柏勺であるの

で，第1表には除外した。

第2表も第,表と同議であるが,識度は一辺4kmの
方眼網目による討錐Gあり，網目内の涜笥点と最低点との

絶対高距の平均値を全流域の網目について平均したもの左
高度とし，地魏係数は起伏度を乗じたものである。田中

氏鋤は32の発電堰堤につき堆砂と地形，地質の関係麹研

究しているが，洗域の森林状況は渡辺技官の調査により明

か涯なっているのは現在第2表に掲げた7歩所のみであ

る。

三從來の解明方法及び其の批判

第3表
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従来は森称の土砂流出に及ぼす影響を見る為に，第1表 併し森林状況が土砂流出に影響する唯一の因子であれば

の1とF,N,B,FM(立木比に立木密度を乗じたもの 上の結論も誤でないが，土砂流出には当然森林以外の地

で，洗域の総蓄裁量を流域面積で除したものとなる）の関 形,地質，土質,降雨等の因子が影響するので,地形を数量

係,第2表のDとA,､L,F,N,Bの関係〃即ち第1図 的に示す起伏度と土砂流出の関係を添したのが第2図で参

より結論を出そうとしたものが多い。 る。（田中麺の研究では職堆砂重と地質の関係は余り
第1図からIはNが犬,Bが小,FMが大きな程小さく， 密でなかしった｡）第2図のIとR, DとRの関係は密で，

Dの大きな値を示す千頭詮除外すればDはAが大, Lが IとRの相関係数は0.909(危険率P10%のrの値0.521),

小,Fが大,Nが小,Bが大きな程小さい傾向があると結 DとRの相関儒数は0.742(危険率10%のrの値0.669)

諭し易い。琴誤之等の相関係数を計算すると第3表の如 で,涯妖度と土砂流出の関係は森林状況と土砂続出の関係

くで, Iと戒, IとB, IとFM,DとLの相関侵數の値 より密である。従って土砂流出と関連の深い起伏度を考慮
は危険率10％以下で有意である。 せずに森林状況との関連のみを考える事ま誤った結論左導

第 1 図
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川口：森林の土砂流出に及ぼす影響の解餌方法への示唆

第2図 況と土砂流出の相関を示したものとは云えず,従って第1

図は起伏度を考慮せずに，見掛け弓_Eの森林状況と土砂流温1500

｡ ．の関係を図示したに過ぎず，起伏度の値を記入（第1図の
●

点の傍に記入した数字が之に当る）してみると此の事は鯛

かとなる。点は森林状況の順と云うよりは大体に於いて起

伏度の順でも配置されて居り，起伏度を無穂して森林状況

と土砂洗出の関係を求める事が不可であるのを示してい

る。

四妥営と恩わ触る解明方法

lOOO↓0

■

００

（
Ｕ
３

1 ｡

｡

S ｡

p●

I ｡ ● ＆
●

｡上 Oｰ▲

0 ｣00 R 2ocFl 0 ' 5R IO 四安富と恩わ触る解明方法

き易い。 以上土砂流出と単に森林状況のみの関連を論ずる事は誤

叉森林状況力糎伏度と関連のある事は第3図に示される りを生じ易く，土砂流出は森林状況以外の諸因子の鍔詮
通りで，其の相関係数の値を計算したの力鍵4表這,第4 同時に考えねばならぬ事が明かとなったが，之には如何に

第 3 図
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第4表
すべきであるかが次の問題となる。

土砂流出に関運する諸因子の影響左同時に併せ考えて解

明しようとしたものにATMHPrSonとTrobitz両氏鋤があ

る。両氏は土砂流出量と諸因子の関係を

logE=1．15+0．6191ogA+1.6881ogP+0.1911ogB

+0.2551ogF-1.3161ogC .…. .. .. ．.……. . .(1)
で示L,Eは土砂流畠童acre-fee"q.mile1Pは豪雨時

流域涯降った最大24時間雨斌5.8～15.in.,Aは$W"

積O.1f~202sq.mile,Bは樹錨菌積0.8～83.0acrefq.

mile,Fは古い山火蕊誠司談8～1810acr*q・mile,Cは地

被型,地被年齢‘岩石,山火辮後の年数等を考慮して定め

一 r■ 一

|相関係数γの値i危険率10%のγの値
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表の値からは危険率10%以下でﾗ言意と認められるものが た瀧或の平均地被翻吏で，他の因子例えば傾斜,瀧路の長

ある。即ち第3表で有意と考えられたIとN, IとB, I さ，巍或の貯水髄b等は有意でなかったと云っている。併
とFM,DとLめ相関も,第4表の示す通りN1とR,Bと し一般にはAnderson.とTrobitz両氏が影響しなかった
R,FMとRの間に相関がある事よりして，純粋に森林状 と云う因子が影響を有する場合も考えられ，一般的には土
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川口：認ﾎの土砂流出に及ぼす影響の解鯛方法への示唆

砂流出通はり
、,

1ogE=logaO+2a,.1ogXj､..…….…..("
撃一1

'(ad,a,.は常数,X7.は因子>nは因子の数）

で示さ恥るが，X,. として如何なるものを取上げるべきか

は，勿論場所，時等によっても異なるであろうが，未だ明

かではない。

(2)式のX,、として如何なるものを取上げるべきかが不

明の上に，叉若しわか､つたとしても計算が相当煩雑である

ので，現在の問題には常識的であり，叉土砂流出と森林状

況,起伏度の相関係数の値からも想像できる事であるが'土

砂流出は起伏度に比例し，良い森林状混に逆比例すると考

えてみる。即ち

I=b8WF . . . .…....……..…,…. .(3)
I==C坐珂FM.. .……….………. . . .f)
D=C5R/F…..….…...……. .…･侭）

D=C6G/F……. . .….….….…. ｡..(6)
とする。此の関係を図示したのが第4図である。(3)～(6)

式は②式のX駅としてR叉はG,F叉はF班を取上

げ'aγは1叉は－1とし" 1ogaoをC3～C6としたもの

で，(2)式を簡略にしたものと見れる。(8)式は既に蔵重

第4図

はある程度絶対高距により影響される事から,高度の数値

の含まれる地貌係数Gを採用すれば降雨の影響も多少含蓋

れろと考えた為である。叉常数C3～島は降雨,地質,土

質等xγとfて取上げなかった因子により定まり，C6は
地質,土質等により定まるものである。

第4図ほ大体直線関係と見られるので，相関係数の値を

言解したの力蕊5表である。

第5表
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語
千頭を除く

〃

Iとの相関係数はRﾉFもR/F班も危険率10%以

下で有意であるが,R/Fの方がより関係が密であるの

は，森林の蓄鎖は利用等の面では重要な要素であるが,森

林の土砂流出防止機能を示す要素としては単に面績丈によ

る立木比よりも不適当で，蓄駿の如き密度を考える場合は

土砂流出に対しては主林木の蓄積よりも地美面を被稜する

植生の密度を重視せねばならぬ為である5．叉第4図の点

を結び原点を通る直線の傾斜即ちC3,C塾は○印は×印

より大,即ち洪職層の方勃鍵三紀層より大なのは,洪積層

は第三紀層より土砂を読出し易い事を示すものであ‘ろう。

DとR/F,,G/Fの相関係数は千頭を除けば危険率

10％以下で有意であるが，現在の処特に千頭を除外する

璽由も明かでないので，千頭を入れて計算すると危険率
10％以下では有意とならない。之は資料数が余りにも少

い為か，千頭に特殊な理由があるのか不明であるが，盗料

数が多くなればDはG/Fと密な関係を有し,C6も地

質別等によって或程度分類され得るのではないかと予想さ

れる。

次に針葉樹と広葉樹の何れが土砂流出防止に有効看ある

かを調べるには，(3)式のI=C3WFが実際とよく一致す

る事から,Fを分析して針葉樹と広調鋤にわけると

【=面両苓而……………………-…(”
が考えらｵfl",常数n,bの大小種判定し得るのではないか

と思ｵつれ，第1表の値よりn,bを計鋒するとn=0.16,

b=0.37となり，此の謝直からは広蕊封は針湧識の2倍以

上に有効とな『るが，第2表の値よりはD=C6G/Fが実際

.とまだよく一致せぬことから，n,bは計算しても惹珠が
▼

なく，やは，数多くの資料数が必要であり，針広混合林を

△

■10 10

I I
。 ヨ

9｡

：
0 0

8屯dJ

，、緬鵯""。‘"』 （
一
』
‘

6SGO 5.0

』

，

0“ I

D

00回

牡
、

－
６0 0．111，．．コ ＆s o 2

● ‐下一
硬~
ー

炉

氏、の採用された式と同じである。(6)式にGを取上げた

意味は．③，住)式（第1表）では割に狭い地域の一合風

による災害甫飯上げているので，降雨は大体何処も同じと

見ても余り差支えなかろうと考えられ，降雨が因子として

坂上げられていないが，⑤式嘩2表)では広い地域に

渡る平均年流出土砂戯を問題にしているので，各鵯堤流域

毎の降雨が問題となり，各堰堤流域の年雨駄の瀧囲は大体

わかっているが，土砂流出には降雨の量よりも降雨の強度

が関係し，各堰堤流域の降雨強度は不鯛看あるので，降雨
ノ
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川口：森林の土砂流出に及ぼす影響の解明方法への示唆

戸

はないかと予測される。

3広い地域の自然現象から得た費料を2の方法等で解

明すると同時腱,試験区を設けて剥辮に識状況の相異に

よる土､峨出の差を測定する試験によ愚方法を並行させ，

両法の釣ﾂfより最も妥当な獺諭を識醗すべきで，､何れか一

法にのみ傭すべきでない。

七参老文献

1）蔵重一彦:岩手蠕下に於けるアイオン台風による洪水

祇鍔調査資源調…告6曇1950

2）田中治雄,石ﾀ陸:貯水池の唯1沙賦と集水区域の地形

及び地質との関係土木学会誌36巻4号1951

3)H.W・Anderson&H.K.Trobitz: Influence

ofsomewaterShedvariablesonamajorflood.

jour.Forestry.v・幻－5, 1949.

4）川口錨惨：山地土壌侵蝕の研究蟻1鋤従来の資料

による繊誹翻if究襟試鐸6ユ号1951

5）川口群，山本勝市：土砂託d燕の癖と流出二圃沙腱

ついてホ鐸試験集報57号1“8

6）野口陽一：森林の侵蝕防II1鍾澤に関する研究日本林

学会誌33巻4号1951

考えれば

R
I=nN+&+sS .(8)

(s,Sは混合林）

の式も考えられるべきである。

五試艤による方法との比較
一一

以上の解明方法は資料数も少く現在の処全く予測の域を，

出ないが,費料数が多くなれば何℃総論を誘導し得るので

はないかと＄想像され，広い地域からの資料より得た結論

は適用範囲も広かろうと云う利点がある。併し其”反面に

＝は数多くの因子の謹合爵うせとして起る自然現象そのものか
ら得た資料を解明する事は，非篭に困難であり，叉やLも

へすると森林状況と云う一つの因子のみに拘泥して，他の因
． 子滋見逃す危険があると云う欠点もある。

〃狭い地域に試雛地を設定し森林状況を異にする数試験区

を設けて比較する試験による方溌は，森林状況以外の因子

を等しくして森林状況の相異による土砂流出の差を測定し

得て，純粋に森林状況の相異による差が判定出来る兼聴が

あり，既に筆者のにより伐採に共る差,野口氏りにより砂

一一防植栽による差が発表されているが，試験地を設けると森
牟 林状況以外の因子壷其の試験地の所有する唯一種類の値に

固定する掴えば傾斜,地質等を30．，花崗岩等の一種の

みとする）事が多く，因子の値を種点変化さぜ之迩組合わ
寺 せだ試験区を設ける事蒟窪表しいが，之は試験区の数が非

常に多くなる事とそれに適した試銅』が得難い事により実

行困難で,実際にば既ね10区より少い数の試験区を設け

て試験するのが普通･唇ある。従って試験地から得た結果

は，其の試験地の因子の,状態と似た地域には適用出来る

一が,因子の値を異に:する地域に適用する事が出来ぬ（例え
ご ; ぱ傾斜30．の試験地の瀧録は40．の地域には適用出来る
一

か不明であり，花鬮岩の試験地の結果は古生層の地域に適
用出来るか不朗である）欠点がある｡．

以上の如く両法とも長短相反し又相補5と考えられるの

で，両法を並行させて夫鳧の長所より結論遼導き相互に検

定して，最も妥当と思斗郡,る結論を誘導ずる事釣窪まし

く，伽也か一法にのみ偏すべきではないと考える。

六／結 言
1他の因子を無視して，単に森林状況のみを抽出して

土砂流出との関連を求める事は誤った結論を誘導し易い。

起伏度を無視して森林状況と土砂流禺の関係を求める事は

零噸ある｡
2織籠にはAndersonとTrbbitz型の式より求める

べきであるかも知れぬが，之を繍略にした土砂流出Dは地

鍼系数Gに比例し立木比Fに逆比例すると考えたD=C

G/Fの式から，識状況と土砂流出の関係力球まるので

ノ
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量は増加できないので，必然的に改植といふ方法によらね

ばならず，何力薪炭材としての価値が高く，生長涯感な樹

種はないものかと考えてゐた。間もなく嶺一三氏の薪炭林

の施業法改善⑳力溌行され，その中にニセアカシヤの植栽

につり,､ての記載がありそれ以来巷望な樹種と思って注意を

扱ってきた。

偶為1951年9月秋田采仙北郡畑屋村で調査する機会を

得たので鼓に報告する次第である。

調査林分は煙山薫朝氏の所有のものであるが，氏は林業

家ではなくて農業畑の人である。

大正3年以来養蜂にたづさはり，その蜜源としてニセア

カシヤを植栽したのが始まりださ5であるが,所謂篤農家

タイプの人でニセアカシヤを自身で製炭しだ経験もあり，

叉進歩的な思想の持主で畑屋村農業会長当時酪農経営の重

要さを説き．北海道から乳牛を初めて集団購入し，畑屋村

酪農の基礎を築力熱た人で，それ以来本村の酪漫経営は漸

次発展したもののやうである鋤。現在は酪農，養蜂，畑

作』特用樹種の増殖と文字通り多角経営蓬実践して居られ

るが，これら経営の基礎としてニセアカシヤの植栽ガ竈ば

れてゐる。即ニセァカシヤの林下にオーチヤードグラスを

播いて乳牛の飼料とし，ニセアカシヤの葉は摘み坂って乳

牛，鶏の飼料にあて，開花中は蜜源として利用し，伐期に

達ｻｰれば製炭材や農用ﾉ海味として用ひ,伐跡地に大豆を
播けば2，3年侭無肥料で収穫が行ばれるといみことであ

る。 ’

一ニセアガシ形を植栽して地上から乳を， 中間で材

を，花から蜜を採り，土地詮立体的に利用する－これが

氏のモットーである。

ニセアカシヤの生長は後記の様に確かに見るべきもの

があるが，今回は特殊土壌条件の下で然も平地の農用林的

な性絡の林を調査したものであり，薪炭林の林相改良樹種

として普及するのは筒早の機でもある。適地や造林方法の

研究,特に参響地方の山腹傾斜地に於ける植栽等の問題に

ついて峰今後に侯たればならないが,今回の調査季一応
生長成績が朗らかになった。小規模の農家経営の薪炭林に

植栽すれば，収穫が早く，土地肥沃の効果もあり，必ず見

るべき成果が挙るものと思ふ。

本調査に当り御援助を鋤､た大曲違林署長稲葉正雄氏他

富えがき

薪炭林の改良に就ては最近漸くその認識西稿まり各地で

作業種や,撫育方法,伐採季節等の試験や論議釣職にな､つ

たことは,薪炭林の敦良な主要なテーマとじて試験に爺露

してゐる拳昔にとって大きな喜びである。

針葉樹林は大隊地利の便不便に伴って経営の集約度力鍵

化してゐるが,薪炭称に於ては所有者の裏山の様な便利な

所さえ放置され,全国の有名薪炭林施業地腫於てさえ僅か

雁f瑚采の際に伐る季節や，伐擁方法に注意を払ぷ消鯉勺施

業が多く，生育期間中撫育することは殆どなL､。薪炭林と

云へぱ広葉樹の天然放置林の意味に解されやすい現状で，

針葉樹では高山地糟に於ける林相改良のための耐雪樹種の

澗究まで進められてゐるとき広鶏劉の加諜の連をとして進

まないのはまことに残念である。

蕊渚が釜淵へ移って広鯛鋤林の施業試験を担当して間も

ない頃，誰イ山で知られる新潟県の不良薪炭林の文献9を

調べてみたら， この池方に於ける特殊な荒廃の原因.とし

て，新潟県では信潤1Iや魚野川等の河II改修のため艇粗朶

の需要が多かったこと，多雪のため雪圧により林木が幼齢

時傾斜に沿って倒伏され生長が阻害されたこと，積雪のた

め林木が表土と共に剥離崩落したこと等を挙げ，その直接

の施業改善法として，(〃伐採林齢を高めること，②樹種

の改良を図ること等5蚕目ばかりについて記し,更に②項
涯説明を加へて，萠芽の芽かき等によって優良樹種を増殖

し，叉薪炭材として不適のものでも生長唾盛なものは或る

程度混溺すると記戦してゐるが，具体的に如何なる樹種を

増殖するかといふ問題については何も触れてゐない。

如何にも艤殊な地方的荒廃の原因があったとは云え，畢

尭するに薪炭林の蓄積，生長に比し需要秒魍大で濫伐を繰

返した結果であって，熱源を石炭や電気等に転換し得ない

限り需要の減少は朔待されず，(1)項の伐採林齢を高める

ことは殆ど不可能であらう。従って伐採林齢を溜めるため

にも樫)項の樹種の改良は極めて重要であり，生長旺盛な

樹種が強く要望されるのであるが，ポイ山の標lこ植生が極

端に乾燥遜型の,潅木化した樹種の,生産力の減退した所
では，もはや萠芽の芽かき等の消鋤@な撫育方法では生長
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舟山。4坂： ニセアカシヤ萠芽林の調査成績

経営課員各位,六郷担当区主任尾留川四郎氏外各位,製炭

試験の資料を提供下さった林業試験場内藤,杉浦両技官，

特に貴重な盗料を郷､た煙山薫朗氏に謝意を表する。

1ニセアカシヤの薪炭材としての価値

ニセアカシヤの薪材としての価値は，火力が強く，煤煙

が少く，点火が容易で幹，枝条は(…直ちに生木の儘で

も燃料に供することが出来，鏑木博士が針潤葉樹材39種

の燃力比較試験を行った成績(大正8年12月大日本山林

会報第4,“5号）によると，ニセアカシヤはクヌギ， シ

ラカシIと次ぐ・大なる有効発熱量を有し，コナラ，ミネバリ

に優ることが知られてゐる9．

叉木炭としては黒炭りこ製炭するときは炭質は頗るよく，

昭和2年埼玉県山林会の試験結果によれば，収炭率は白炭

では14％弱であるが，黒炭とすれば22～24％で点火も

頗るよく，且保火力が強く,一立消や爆跳の蕊は絶対にな

い。硬度も略盈硬度低きクヌギ炭に類似し，一見クヌギと

類別し難い'噸なもち，製品は非常に臓沁てゐるが，白炭

とするときは収炭率が低いだ奇でなく，点火が悪く，立消

えも速力>で煉産の高い程不良であるといふり。
林業試験場林産化学部木炭研究室の内態技官が提供下さ

った資料によると，闘査者は同所属杉浦技官,供試材は
大阪鐵I：局管内産）収炭率25.32％（対鴎竜棚,孵續率は

長さに於て15％，中央直経に於て32～34％で， その性

質は第1表，第2表の通りで，上述の価値を裏付けして居

り，薪材としても，黒炭としてもコナラに勝るとも劣らぬ

，価値を狩ってゐる。

2訳匿地の概況

畑屋村は秋田県仙j畷Kの東南部,奥羽本“詰駅から東

方六郷町を経て約6kmのところにあり，東は干屋村，西

は大曲町，南は六郷町,北は高梨村に接する。村の中央を

南北に角館街道(県道)が走り，南は六郷町,北は横沢村

を経て角館町に至る。

同村のj西方約101$mの仙台管区気象台花館観測所の

気象表｡によれば気象の概況は第3表の通りである。

調査林分は角館街道から約200m程離れた村の中央部の

平坦な台地に植栽されたもの笹，地質は第四期古層よりな

り，土壌は洪積砂壊土で地表厨の厚さば20cm以下砂礫層

が現出する。

3調査成績

調査は夫々1年生，4年生，6年生，7年生の各称分に

ついて標準地毎木調査をなし，胸高直径の測定には直径テ

ープを用ひ,樹高は麻生式測高器を用ひて標準木の測定を

なし他は目測によった。防風繕として列状に残された28

年生(大正3年萠芽）のものについてはコンパスで樹高を

測定しだ。叉各林齢毎に'本宛樹幹析解を行った。林分材

穣は秋田営杯局調製の雑立木材稜表な用ひて樹高と胸高直

径より単木材綴を蕊出し累計して求めた。

各林分のha当本数,淘穫及び平均生長量は第4表の通
りで,平均生長溌力嚇齢酋稿まるにつれて減少してゐるの
は，表からも察せられる通り本数の減少に起因するもので

ある。

第4表林齢別ha当本数,材欲,平均生長量

、
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第1表ニセアカシヤの薪材としての性質
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第2表ニセアカシヤの黒炭としての性質

4年生では護生1-,てゐるが，6年生のものは林下の採草

と，稲禮の農用小試I大の生産のため，叢生した萠芽を海

・獅顔開して草幹状（1本立ち）で生立してゐる。7年生で

は蔵観の程度が更に極端であ．る。 ． 、

それにしても･これを他樹種に上礎するとき極めて生長涯

職な織雷であることを知るのである。即福鐸地方のクヌ

ギ赫収謹妻)の1町歩材積は5年生39石， 6年生46．8

(仙台区気象台花難蝿測所）
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材は薪炭材としてのみならず用材としても貴重な外，そ

の他の器官も何れも侭れた利用価値を有し,造林的価値は

頗る高い。利用については鹿島清三良曙‘‘ニセアカ･シヤ樹

の研究，，に詳しい。

第3表気象表
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舟山。4坂： ニセアカシヤ萠芽林の調査成績
－

石，7年生55．6石で，最も生立本数が少く，平均生長造 高階別…観表より求めた中央木4年生の胸高蔵毘5．5

の小さい7年生を比較しても優に3倍強の生長をなしてゐ CIn"樹高6mは熊本県金峯山地方のクヌギ赫初の中央木の

る。叉岩手県沼宮内埴方カシワ林収穫表勘では5年生の本 7～9年生に当り，適当な例ではないが，平均9年生の山

数3,600本,総材稜4石’10年生で本数2,520本‘瀞オ ，形曝吹瀞群の平坦鮒蝿影鋤i芽林けう42%,サクラ18
識23石，20年生で1538本，128石でニセアカシヤの ％，クリ15％，その他25％混濡）では第8表及ひ蕊1，

4年生の材績にも及ばない。第5，6，7表の藍薙劃潜別樹 2図の如く禧軽，樹高…配図共にモードは雲りで箸

第5表にP巷あかしや4年生直潅強別，樹高階別，…配表（面積0.2251ha)
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決して適大な収穫量を示してゐるものでないことを実謡す

ると共に,本林分がこれまで誰美されたニセアカシヤ林よ

り生長量が大きいことを示してゐる。

叉28年生の列状生立木の生長も第9表の通り旺砺で，

高齢に至るまでよく生長を持縦し,薪炭林としての施業だ

け．色なく用材林としての綱爵も有望なこと左示唆してゐ

る。
、

ニセアカシヤの生長詮樹幹Wf解の綣果から考察すると第

3，4，5，6図の通りである。

樹高の迩羊生長では第1年目に3～5mの上長生長をな
し，曉10表1年生萠芽の樹高階別本数分配表もこ証を

実証してゐる｡）その後巧年蜜まで錘羊If~"2m宛伸び， 鐸－

28年目の今日筒30cm筆農してゐ愚。 28年生のもので－‘

8年目に4m,15年目に2mの生長をみたのは澗分の疎諄
～

關によるものの犠である。平均樹高生長では1年目な最大

にして識曼な下降を示してゐるが，7年生に至っても平均

2Inを下らない。

連年脳雁緬鳶径坐農では4年目を最滝罰として2～3cm

伸び，それ以降も1～2宛の生長を28年輩､ご籍続し，28

年生のものでは7年目糎更にも．弓一度最大が現はれてゐ

る。平均胸潟確罐生長は7年生でば5年目に，28隼生で・

は7年目に最大詮示@ずが変化は御わて緩慢で膳に,2cm前
第4図にぜあがしや（7年生）

し<坐長が劣ってゐる。
ニセアカシヤはこれまで広く一般的に造林されず主とし

て砂鰄陸筬のため，収穫について調査ざれたものぱ荒鬮夏

旧華毒也に於てのみの穣である｡2，3の龍課左示う-と'り，

群感諒醗夏旧地に於ける例では稚謝菱7年で1町歩当

54石(1ha当15m8)の材猿な有し，更に14年では

216~252石（60～70m3)に達し，普這雑木林の遠く及ば

ない所であると称してゐ為。叉往年〕霊系山林会で同じく

驚嘩旧轤謎に糖幾されたid年生の調査でほﾕ町当実

苓394石(1ha当109m3)で前脚よりも遥かに優良で，
本邦第一の薪鯛氷たるクヌギ称の1，2等鋤の収穫と糖匹

敵し,この収穫は鹿息玉が山榊匡発表したものと相似たも
のである。即7年生で皆伐して立木本数3,600本，生長

率は目通り蔵蚤の平均3寸，1町歩の石数388.8石（108

，mβ）で1haに換蝉すると殆ど前誉に等しい。然し誰欝

は10年生で後者は7年生である。

本調査の結果を上例と比較すると，本調査の4年生林分

の平均生長量は10.55m3で誇玉祭山林会調査の10年生

は10.9m8,鹿島氏の7年生は15,43ms毛ある。樹幹析

解の結果，4年生より2曜年生まで何れも平均材駿生長は

下降することなく上昇を続げて居り，この林分秘磯用林的
叫

な加鐸FGなしに薪炭林として茄雄されてゐたら鹿島氏の

15.43msを遙かに凌駕するものと蕊察され，既往の調査が

(畑1

第3図にせあかしや（4年生）
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、

第5図にせあかしや（7年生）

建昇及手胸

第6図にせあかしやに8年生）
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後の全長を示す。

材識鐸r透は連年，平均共に7年目までに最却創は現は

淑薪，28年生ドﾆついてみると，連年生長では8年目に少

しく下降するが，9年目より再び旺盛な生長に戻り，26年一
目に一応最大に達したかの議に見えるが,肯不明であり，

ー

平均生長は今尚上昇を続けてゐる。これよりみて薪炭鎌の鈩
伐期.としては7年頃が適当底のではなからうかつ

以上の諸点からこの木朧幼齢時睡盛な生長をす．るだけで

なく，高年まで生長を持続すること芳擢めら熱る。28年

生憐試木ほ所謂標準末でなく， 1ｴ本のうち最大直径のも

のであるが,他もこれに類する型の木であり，林分全体と

亡ても大億これ｝錘#-る生長の傾向を辿るものと考へて大

過ないものと恩ふ。

次に第7図より萠芽錘について考察すると，4年生の
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株数が減少する。然しながら1株当り‘の材積織株当りの太
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樹高も，株当りの萠芽本数の多少には無関儒て§ｲ噸Lも大差

がない。そして1珠から7本発生しても株当の材穫の最大
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が現れないことは，もつと萠芽の発生本数が多くでもお互

陣生育可能なことを示すものであらう。1年生の林分につ

いても同議呑，’株当’～2発生の株溌最も多く，その株

当胸高断面積合計は龍芽渕蟻tの多い株ぼど大きく，’9本

の場合が最大になつ重ゐる。用材生産の場合に儀単木の伐

掘材穫を大きくすることと共腫林木の形質をよくするた

め,間伐を集約に実行する必要があるが,この穰巌薪炭郷
で除林分の材識生長l遥主眼をおくので,萠芽の整理よりも

寧ろ林齢に応じた最適な生立識を澱鍔する考慮が必要な

のではなから5か｡鯛生のニセアカシヤの如き樹種に於て

へは庇圧さｵしたものは桧れ易いので特に然りである。

第9表28年生列状生立木

汰したのであらうが,薪炭制蝿業上からはこの程度の薗鞠

は望ましくない｡､鎮渚ぼ7年生で3,500~4,000本位が適
当ではないかと恩ふ°

最後にこの林分がこの襟に旺廠な生長をしてゐる原因に

ついて，本多造林学所載の記事”を弓鯛して考察を加え

ると，水原高農教擬値木秀幹氏が同校産7年生林木につい

て調査した結果によると，ニセアカシヤが要する鉱物僅談

分はクヌギの半分であるが,､赤掻の4倍を要し，叉石灰分

堂要することはクヌギよりも多いと述べ万その適地とし

て，‘)空気の流通のよい土質,②適潤叉は乾燥に園3，た

土質,(3)平堆叉は緩斜地,側南面又は温暖で寒風急報し
く当らない所,‐ 幅)肥沃地即砿物成分の富んだ土地の5項

－

枝下高
（ロ）番号輝高直

｜:壷
1

2

3 1 80．3

4 1“､6

5 1 36．9
6 鑓.5

7 31．9

8 38．5

9 54．8
や

10 40．4

11 45．5

|材積|櫓呼
m3 m

1．208 7．1

1．244 7．0

0．555 4．9

1．7337．6

1．278． 7．1

0．886 6．8

0．856 6．8

．1.蕊93 7．1

．2．702 6．8

1.瞳629 ニ ツ.5

2．217 8．0

を選び,叉?露&として，(1)芝地②粘圭貸地,③寒風

勧劉し<当る土地,樫)山頂及び山膜以上の急斜地の4項

を挙げてゐる。

叉掛錫定吉氏によれば

(1)．土壌疎密についてニセアカシヤ侭根鐵菌により空

中窒素瀝撰碇ずるので空気の流通のよい土壌に催概漁良好

の生長遼壷ろが,砂質壌土及び壌土の穣な多孔質の圭壌に
は最も良好な生長をなし，縮土地でも砿物質成分に富象，

且烈しい寒風を避ける様な地勢で温暖な場合,叉織掘取り

した場合などはよく成育し,雑草の密生地及び堅密な土餓

に於ても，一度割娠し，叉は植穴を充分大きく掘起して植

栽するときはよく発達するものである。要するにニセァカ

シヤは空気の流通のよい土壌左好み，此の条件を充すとき

は他の関係は多少の欠点があっても相当の生長をする。

②土壌水分について適潤地叉は積乾燥地を好む勵銅

度の乾燥地叉ほ湿地には適しない。特に地下水の高い所は
不適である。
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叉癖馳に於ても相当の生長鞍なし，特に士讓が軽霧-窪気

の流通のよい場合はその生長に薯し､膨饗がない。

その他仏)気象条件織獅ﾛなこと，（罰，方位幟南面叉は

南西面がよいが土壊の理学性がよけ計しばよく育ち，＄)傾

斜も平地叉は緩斜地を本来樹性として好むが，土壌条件が

よければ傾斜地､否もよく育つといふ。土錘の理学性即空気

の流重がよいことと滞水のないことをしき_l)に強調してゐ
る。

思ふにこの調査淵奇は洪蹟I沙錘f皇で最適の条件謹みた

し,比較的獅輔な気候,平遮地であることなど恵まれた現
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鹿島氏のニセア労シヤ7年生の収鯉萱については上に述 境に起因してこの標に健秀な坐艮をなしたものと云へよ

べたが，錘3,600本で平均目通り蔵至3寸に達したと う。 っ

いふ。 この調鐡燭の7年生に於ては亦藪が870本で約 薪炭林と云へぼ一般に恵まれ”鎚寛の所が多いことも生
弛に過ぎないのに,平均胸祷蔽塞は9.3cmで鹿島氏の 長鍾添小さい原因の一つであり，ニモアカシヤを雁鼓した

場合と大差なく，採草等の目的のためにこの襟に;*識左淘 からと零つてこｵ罐急激にその成果は挙らないかも知ｵbな
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年で連年生長が最大に達したかの如く見えるが，筒不明で

ある。この稜に281痢逗至っても生長は衰えず用材生産も

可龍であるが，薪炭林としての伐期は7年を適当と考え

る。

5 この様に良好な生長粒なした原因は，土雛の理学

性，温和な気候,平地に植栽されたこと等恵童れた環境に

よるが，就中この立地は洪積砂壊土で空気の流通のよい土

雛であることに起因するも,のと思考する。
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い。然しな銀ら淵水地や笂象条件の烈しい不適地を避け，

掛場氏の所説の様に，植栽前に間作をやって土壌を軽潅に

するとか，傾斜地であれば植穴を大きく掘起し，ポイ山の

如き所で億植栽の際腫捌巴をしてやる等の注意を掻えば他

樹種に数倍する生長が期待できると恩ふ･

要 約

1 1951年9月秋田果仙ｵ(郷畑屋村に於てニセアカシ

ヤ萠芽称1年生，4年生，6年生，7年生各林分及び28年

“I状生立木を調査した。〃

2その成綴は1年生萠芽林の樹高は3～5my 4年生

斜分は111a当本数3,224本，秘穣42.2m3, 6年生

1,724本，53.2”，7年生870*,49.9nfであり，28年

生の平均胸高罐は39.4cm"樹高23.4mに達してゐ

る。

3農用林として前諜された林なの壱ha当蝉力糎め

て少いが，亙騨匂生長童の最も小さい7年生で借纒島騨世方

クヌギ称収謹表の繊資の3倍強に当り，ニセア労シヤの生

長威縦としてもこれまで調査されたものより良好な坐長を

なしてゐると推察される。 。，

4櫛鮮析解の繕果では樹高は1年目に3～5m,その

後15年目まで1～2nl宛伸び,28年目の今筒筒30cm

伸びてゐ．るむiま生長では4年目を最大にして2～3cm

伸び，28年に至っても1～2cnl宛の生長を蝿寵してゐ

る。材澤長では8年目に下降左示すがその後回復し，26
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ニセァカシヤ4年生ニセアカシヤ6年生

闇高濤屋摺,艀
ニセアカシヤ4年生

人物所宥者

好評の次の二刑･を再版します。

6月末日頃出来ます。部数に制限あり至急申込下さい。

冊原田 泰馨 遜 木 と 間

冊岡崎丈彬藷 蓄積と生長堂の正しい

定価各冊40円 謡3冊迄8円
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原田 盛重
~…P二 皇へ一一…ず一一ー司毎一一凡

1

I緒 言 ， に貢献すぺきである。

漆樹より孫集する漆液は東洋の特産物で古くより使用せ ○元来漆樹は寒地植物にしてこれを九州の如き暖地に植栽
られ，殊に我国に燕するものは品質よく漆器其の他輸出原 する場合には環境的に植物生理上種々なる悪条件を伴ふも
料とLて主要なものである｡戦前は主産地に於て栽培力鍾 ・のであるが,これ左如何に取扱ひ理想的に造成すべきかに
年増加の一途を辿っていたが′戦時中及び爵鋤直後腱於て 就で充分現況を調査研究し，以って九州に於ける漆樹増殖
は食糧増産並に燃料不足のため伐採者力職出し其の蓄積は の大計を樹て実現に逼進しなけ教,ぱならぬ。余は其の研究
減少するばかりであった。戦後に於ける漆液"需給関係を の第一歩として九州に於ける最近の漆樹分布状況麹調査し
みるに各産業の勃発と共に漆液の需要を一層増加し,その 絃に其の発表壷なすものである。本調査をなすに当って九
需要量は年鳧324,000貢に途しつ上あるが，其の生産獄 州の営林局署館に九州各采の県庁及び地方察溺所関係者の
は僅に5,400貫内外に過ぎない。その不足は外国漆の輪 御協力を得た事に就て感謝の意を表する。
入に侯たなければならぬ。戦前に於ても国家消費量の95 1最近に於ける津樹分布肢況

％迄が品質粗悪なる中国漆及髪南漆によったものである 我国に於て漆W詫足の現状に鑑み九州各地の山沸原野の
が,職此の豊富なる中国漆の輸久は貿易関係が順調にな 適聴選走し漆樹を森林的に増殖を計ることは目下の急務
らない限り我国の要求通りに期待す為ことは到底出来ない とする所雫り'余は最近の九州に於ける鮒分布状況を
現状にある○これを思ふ時今後我国に於て原料たる漆液晶 調査したのであるが余め調査範囲に於ける分布状況は次の
質の向上な計ると共に量の自給自足の態勢を急速に整え以 通りである。
て漆工業を厳にし′製品の海外輸出を図り我国の経済再建 ノ

エ表九州各県の漆樹現況調査表

＝
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手
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０
３
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６
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』
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」 公有|鵬和26年 腔

悩
、
際

東郷

嶬鰯

I
町字田熊,試験用,苗取寄集団(1鋤

福岡

民有|大正毫闇T鞭電溺溌綴罐萠芽趣るもの，癖騨癒」‐散在

散在

集団(3鋤 雲欝鑪駕譲蓮…多し：
１
１
１
１

大正年間

昭和26年年

有
有

民
公

蕊灘鑪饗撫灘
｛民有明治37年

｛民有昭和25年’
50

00神(5)崎佐賀
散在

集団(1町2段）3，600

大正10年
民有～昭和元年

〃 〃

｢盲蓄|'職調‘隼’

剛
叫
一
刺

草部村南部地区（6,）

久木野村大字久石（62）

名連川村大字御所大矢職大苗に依る，液採集なし

，::|寧
輌T蕊菌('町）

2001集団(1町）

鰯{‘需
一

上濡城’
熊本

官有昭和8年

民有大正11年

球磨
（8）

301散在1

(筆者）九州大学瀦尾演習林
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工表
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一
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〃
｜
譲
一
錘
〃
Ｊ
〃

癖
有
有
有

″
″
″
″

蠣
民
民
民

考

| 薑蝋巽纏鱸
柏原村中山,大部分渡採集

三ケ所村字逃淵，漆液採集中(121）

三ケ所村字逃淵， 〃 （過）

岩井川村字乙女,漆渡鑛雲中(122）

日ノ影町七折松か漆潅深集中(123）

000

一

J

1

ﾄ ’150 大正年間
一

100 明治33年

昭和3年

大正5年
〃

富埼|箪評
300

300

500

鹿隠島|卿遮犀| 'ol集団(2畝rl官憲’昭和25年|大根占営林署瞥内,安南漆 （
一
声
』

1

（註）郡別植栽地番号侭附図参照
江表九州各泉の樹齢別に依る漆樹分布調査表
._------- - - － －－－－_＝一_------.-=---.-.-----_‐ 九州に於ける漆樹分布図

’ ヒ

果名

米
罰

福岡 ’錘 ’妬 46
佐賀 8,650 3,600 - 50
長・崎

熊本 3, 140 - 2,200 940
大分 1,150 一 一 1,1､50

宮崎 1,200 － － 1,20Q
鹿児島 lO 10
計 9,302 3,716 2,200 3,386

上逓の認蒼塞によれI鍔f植3,716本に対し，

壮齢樹2,200本,老齢樹3Ⅲ38跡:で合計9,302

本である。これな終戦直後の昭和21年の調査

本数7,100本に上と較匹て2,202本の増加を示

してゐる。 この増加の内容を鍔計獄化ぱ昭和

21年の農抹省の認査に依ると福岡祭,佐賀県は

溺鼓の存在なみない釣鐙近の余の禮匡於ては

福岡県細直106本となり，老齢樹が46本，

佐賀桑は罰悩が3,600本となり，老齢樹が50
本,長崎県は昭和21年の農林省の鑑と同様

に現在に於ても全く“の梅畿をみない。＃躰

果は雁豚ﾛ21年に1,200本なるに現在に於ては

繩直なく，壮齢樹2,200本，老齢樹が940本

となり1,940本の墳馴となる。大分県,宮崎県

は謂殖なく前者は老齢樹が1,150本で，昭和

21年よりも450本増加b，後者は1,200*

で昭和21年より3,500本減少し，鹿児島県

は現在10本で490本減少してゐるのである。

以上によって黙るに宮崎，鹿児島両桑が減少し

てゐるのみで他県はすべて増加してゐる。現在

九州に於ける総ﾌｳ数9,302本の中』罰直3:716
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本を差引すれば15,586本となり，昭和21年の謂査より

1,514本減少してゐることとなる。然愚に県別にみる時は

福岡，佐賀，熊本，ﾆｵ分県は漆樹素数に増加を生じたこと

ば実際現地を視察すると九州に於ては官公庁関係蓋除く外

民間所有者は漆樹に関する関』”§従来殆どなく漆瘡を親も

て厄介視し，往時報当数各地に植栽せられたものが伐採さ

れその残存せるものが広範囲に点在する状態であり，昭和

21年は終戦直後の我国に於て最も多事多難の際なれ職此

の種調査に困難を生じた結果と思はれる。勿論余の此の調

査範閑に於ても前述の事情により全く正確なものと断定す

る左得潅ﾙ､が，これに依って九州の最近の漆樹の分布本数

並に現況を知り得ることと思ふのである。

Ⅲ總 括

に於ては漆樹は15年で

樹高7.3m,胸高直匪10

cm, 22年で樹高9m,

胸高直径が20cnl位産な

り，それ以後は漸次樹高

と胸高直径の大さ壱'増す

も幼齢樹の鮪く生長は速

かでない力紮なるものは

樹高17m，胸高直隆42

Pm位に雲すると云ふ。

九州に於て往畷i識避ら

れたものの増，佐鍵膿神

崎郡三瀬村大字藤原字平

掻に生青せる漆樹は明治

づ

ー

召

h

ap

一

一
一

前述の如く終戦蕊漆樹新植本数の増加は関係官公庁の特 ‘'x"~＝属~こ~澪1期“““
佐鴛県神崎郡三瀬村大字藤原37年墳植裁せられたも用職種植栽奨励による垂範と相俟って民間の一部に時代認 字平松に於け愚漆樹昭治37

識に稜る植栽熱が漸次向上しつ上あることを示すものであ 年植栽樹高.8.5m"胸高直の瞬き樹齢47隼ごあるが
径16cm 《賠和26年12月樹高8.5m"胸高直径がる。今鼓に植栽苗木の圭育良好なるものの一例を示登ぱ佐

・25日撮影) 16cmであ愚。次に宮崎
費桑神崎郡三瀬村大寒藤原箒平松に於て元村長嘉村患吾氏 ＝ 鴎
が佐賀営林署より国有地を1町2段歩､(海抜465m)詮借 県西臼杵郡岩弄川村学zg女に空育毯る漆樹は大正5年頃植
受けその地に漆樹3,600本堂昭和25年3月に植栽して－－栽され樹齢35年余｡余は此聡に生青せる28本の鏑識こ就て
いるのである。山地は刀。の傾斜にして南向，花崗岩の 毎木調査を行ったが樹高は各樹とも大差なく7～Smであ
風化砂質疑土にして地嫌は比較郷凹沃で漆樹の苗木生育は ろ。胸高薩僅は6～10cmのもの8*, 10～15cmのもの11
良好である。標準地を選び55本に就て毎木調査を行った 本，15～20cmのもの9本で平均14cmである。其の他
が1年間に平均16cmの上伸生長をなし26年に於ては 各地よりの報告に徴j-れぱ苗木及び勅齢樹の生長は比較的
平均高43cmで中央直径は平均74mmに達してゐる。明 良好なるも壮齢樹,老齢樹に於ては瀬(地方のそれと姥較

§鰯:耀繍繍窯難鶏灘差鰺鴬鰯難磯麓繊篝燃
郡矢部村字柴庵,佐賀泉神崎郡三瀬減大字藤原字平松,熊 宮鑑蝋西臼料郡及大分県直入郡Iこほ九’I'1以外の他県より溌
本某慧溌郡五木村字下手，人吉市大塚町字間及び宮崎架西 掻酋魂山して漆液の採集をなしてゐるのであるが九州藍の
臼杵郡岩井川村字乙女等に視察したのである力鎬岡県八女 漆樹は液の謬出麓も相当多く且品質が良好であると云ふ。
郡矢部村柴庵に生青せる数本の漆樹を除く外各地とも生育 九州に於て往時相当多くｵ“されていたものが現在に於て

蕊

、

、

～

一
一
一

胸高直径が

樹齢の割合

に小であ

る。

東4繊坊

－25－

人吉営林署管内間国有林内鯛劉
昭和8年植栽擦準木樹高10m,胸高直径
14cm (昭和27年1月7日撮影）
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1緒 言 こ上には，坑木の代替品として出現したカツペ(Kuppe)

日本は敗戦により4割の森林面積と3割の森林蓄積を失 について愛･雨も軽合金カツペにゆいて紹介したい。

って,現在60億の資源がある。その中利用できない蓄積． 2カツペの沿革
が約5億石あって，既開発林分と現在未利用だが開発可能 カツベ探炭法は，新らしい扱炭法として卓日本の炭砺界一

愈森林と詮合わせて約55億石といわれている。この年生 の戦後に蕊ける重要問題の一つとして関心麹もたれつふあ‐一

長溌ぼ1億5千万石である。 ることではないかと患3つれる。 ＝
0 』

他方，木材の帯譲は用材で1億2千万石，薪炭材で1億 そしてこの採炭法は，率のドイツに急速Iこ講垂したも

石で合計2鰊千万石といわれ診ている。そしてこ奴だけ の℃，これIこ使われるカツペもドイツにおいては，その初

は国鳧生活を維持するために必要で，而も有効需要とされ 剣から現在に至るまで輝くのものが作られてきたようでQ

ているので,これを減少さ』琴ることは困難とみられる｡ あり,目下の頓向として軽合金製のｶﾂぺガ報製のｶﾂぺ
従って，森称は生長量の倍近く過伐されていることにな に代って便われ患ようになったと報ぜられている。

る。そして，森林は戦時中から過伐されているのでその資 こ淑猶§日本にも入り，昭和24年秋以来古河電気工業株

源は甚滝低下しているから，益為森林の生産カな低めるぱ 式会社が石炭綜合研究所の協力を得て「軽合金カツペ」の

懸蕊翌鯉:学鑿燕難鰯蜜、嫌鑿藻炭鑿驍蕊鰯怠鮮惹 、
するようにしなければならない。〃 いが非常によく好評を得て，三菱大夕張鉱業所においてほ

そこで，毒えられることは穣極的に森林の生産力を高め 既に採用し，その他からも注文力鍛到し，生産に追はれて

る方策であり，消極的に木材の利用の合理化や代替品の利 いる有穣Gある。

用によって森林の伐採を少くすることである。 3 カツペ採淡法について

今，坑木について考えてみたい。産業の再建は戦後強く ‘ 坑木の代りにカツペを使って採炭する方法をカツペ採炭．

叫ば”ているが， その基盤をなすものの一つは石炭であ 法という。
へ

為｡,その石炭を採掘するのには坑木が必要で，その必要数 従来の採炭法は，下図左に示すように，木の梁（笠木）
一三ぐ今

鐙は石炭血nを採掘するのに0.25石が必要で，年に1 の両端を2本の支柱(木材)で支えて矢盤を支えているた 世｡
、

千万石といわれている。そして，これに使用さ

れるのは，「まつ」であるが「まつ」は最近好

況を呈しているパルプの原木であり丁度利用が‘

かち合うことになる。叉パルプの原木は太さや

曲りなどをか茨わないのに対して，塊木は一定

の太さやI甑宣さがなければならないので入手の

巾が狭めらｵし，而も相当高値で買収りを急ﾙ､で ’
い馬パルプ業界に対抗し「まつ」だ坑木に向け

ることは困難であろう。

こう考へてみると，義淋費源の保全からみて

憧品の出現が要望さ熱るZともに,鉱業界に

おﾙ､ても，パルプ業との競合から何力電坑木に優

るものの出現激考えなければ燕るまい。

(

鰯
、／

巳山
展
辱
呼

幼
廟

〈

Ⅷ‐
<B】B

… ’(C）（

め，採炭するのにも，叉採炭したものをコンベアーに積込

むのにも，一共支柱の間から行うため能率が悪い。更に一(筆者）栃木県株務部。古河電気工業日光精銅所
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竜

谷田部。鴫原：軽合金カツペについて

区間を掘り終って次ぎの麦涯及び梁を粗立てるから，コン

ベアーを諺動するのに実柱が邪蹴になるので，コンペアー

を分解して移動しなtiれぼならなく，採炭速鹿が非常に詣勺

そい。なお叉，木材は駁りはずさないでその童上捨て鼻行

くから，新しいものを鍔拾するために資材産労力を要す

る。

これに対し，カツベ採炭法に鐺いては，上図右に示すよ

うに，金属性の梁鞍ピンG接ぎ，同じく金属性の高さの調

節可能な支注詮その梁の片方にて一本づ上支えるようにし

たもので，普通三組からなり，最後のものを次灸に獄って

前面に移動させる方式である。即ち，上図(A)左に示す

ように，三本の鋼生と三本のカツペにて天井を支え，炭層

の側にコンペアー詮設置し切破左なす。 (B)図の程度に

炭層を削った頃左端の銚注及びカツペを戒りはづしカツペ

左炭層側に診ｻ功 (C)図のように切破ガ莞了すると，コ

ンベアーを炭層側に移動し鉄柱をつけて(A)図の状態に

なり，これ迩繰返して前進する。菱柱瀧片側にだげあるた

め採炭を進めるのにも，コンペアーに積込むのにも非常腫一

容易で，更に一区間を掘終ってカツペを前進させる場合，

先づPのピン"Cのコツター躯より暫くの間前端のカツペ

だけは支柱なしで，取りつけ為ことができるから，コンベ
ダ

アーの移動は非常に容易で，或は特殊な専門のコンベアー

左設備して切羽感隆行に伴い自動的にゴン蓉アな移動させ

る方法もできる。な詣，先に述べたコツターはコンペアー

を移動した後支柱詮立て終ったら，これを抜1,,てカツペに

無理な力左起させないようにしておく。

4軽合金カツペの形質について

’’ ’ ’長
幼
“

ｍ
苛
那

全
く
Ｉ

有効長さ

て茄而ﾌー

1,000
ｊ

幅
一
四
妬

高

(mm)
122

重量

~礎壽
約15

’
1

l

【

三一

－

－－■l■■

大図 A～A機断面図

④ピン捜入用孔，＠コツタ戸捜入用孔，⑤柱受用孔，
e結合用ピン，⑳結合用コツター

カツベノ結合要領

柱A上のカツペK1にカツペK野を結合するには先づ④部
にピンeを挿入し，次に＠部にコツター＠を捜入す。其後
コンペアー詮右方へ移動し柱Bを立てた時には@部のコツ
タ戸を抜く。

（8）澆み議験

アムスラ芦試雑(200mn)でスパーンの長さを700mm

､にとり，中却乙5~40mnの荷重をか同需の瀧銀は次ぎ
の表及び図の通りである。

〃
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･鴫原;軽合金カツベについて谷田部
＝ 一一一一

し作業能率を高麺る。

（7）労務者侭安心して作業ができる。

(8)-坑木ば単価は安いが繰返し使用ができ族いので，カ

ツペの繰返し使用が壷きること坐採炭能率を薦めることか

らみれば，カツペの有利なことは，はっきりしてゐるが，

筒軽合金カツペの単価の筵催は穂料菱-“)ように転回がで

きるの冠，鉄カツペより遙かに安くなり更に有利で壷る。

5 カツペ採表の特長について

（1）負街力が非常に大きい。700mmのスパンの中央に

集中鱈40tonをかけても折れなかったことは公開実験

遁舞証されている。最大負満は46.7tonとい5数がでて

いる。これ腫対ﾕ,て木材と，鉄カツペの最夫貸荷は各痔
11.5mn"13.8mnであった。

②鬘蕊萱力:比較約に軽いので，耐及いが霊で出炭能率

をあげることができる。 I軽合金カツペ」のユ本の重さは 6結 言

約15kgで簡単に片手で持つことができる。これに匹敵す 古河電気工業株式会社製の畷合金カツペ」は以上のよ

遥鉄カツペは40kg<.らぃになる。 5に腫れたも②遥あるが，これ涯一度に羅換へる為には演

e) I型断面につくらｵLているので上下の区別がないか 金は相当必要とするので，坑木を徐冬にカツペに変えて行

ら，屈曲した場合でも両面とも繰返し使えろ。 <より他はない。

仏）スクラップ価値が高いので,転回使用ができて廃品 しかし，カツベカ誠く使用さ細･LIf,それだけ木私℃節

と引換涯安く新品詮買える回しかも，製作費の大半は湖料 約に雄り，木稼の需給のアンバランスを緩和することにな

喪であるから相当安価につく。 ろう。

（5） 声ツペは木材の場合のように長b距離を運ぶ必要が 終りに，カツベを世に龍介することは栃木祭長井英照林

ないし，又コンベアーの移動も簡単なので作業要員を減少 濫部長の命によ岸るもので，本稿の参考費料は古河電気工業

し,出炭龍率は木材の場合の約3倍になる。 ‐‐様式会社の関係者各位のデ,-ターによるもので騒ることを

（6）軽合金の肌は美麗で光沢があるから，坑内を鯛るく 記しで謝意を表したい。
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誌上討論｢木材利用の合理化ほ

如何にあるべきか｣藩讓みて一

ｰ

、

あるとの琴へは蕊I園l方の山村にまで謬透じていなかった

九州のある地方に於ては戦時中，原木をより有利愈椎茸

原木に使用するた塗，木炭の供出の実穣ガﾐ上らなくて大変

に困ったことがあったと，ある林業関係の官庁務あの人の

言でありました。この穣に千椎茸が主として輸出されてい

た中国の状況がよくわかる。大分｡神戸を婚め九捌偲また

経済活動の激しい東海地方でだけ,椎茸栽培に盤る利益を

上げでいたと云侭れませぅ。

敗戦にともなひ「国内費源に基く，輸出品詮作らねばな

らぬ｣との気運力紫きな時代的な背後の力ともなり，戦後

始めて急激に国内各地にその栽培添普及さ鯉て来たことは

悦ばしいことでず。

また技術的にも一昔前までは,非常に幼稚錘考ﾂ莞が椎毒

栽培法を毒右して誇り，鱈子を使用しての方法か毒た幟椿

木の一部差割って新しい原木漣埋め込むと云った識方法

が侭はり，地域酌にその栽培も制限きれており，胞子を使

用する穣な場合，胞子が発芽する3，4月頃から菌糸の発

育が始められる5，6月頃にかけて適温と共に適度のしめ

りを持った風が吹きつける援な場所b換言すれば,太平洋

を渡って来る東南の季節風の吹き透むところだけが，その

栽培に適地定あると信じら証た感力識く，埋鰕法が行はれ

て来てもこの考へ方には変りはなく，椎茸の栽培は地域的

に局限されていると老へられて居りました。 、

昭和10年度から目黒林試の故北島君三徳士などの人舞

により，純粋鋸屑培錠種菌を使用してのキノコ栽培法が提

唱され,各地に試みられはしましたが，一部童のぞいて他

は実地の指導がともなわず，東北地方にまではその普及が

なされなかった感が強いのですも

しかるに，前記した様に戦後国内資源を持つで自国の鮒

-出産業に少Lでもプラスする面がありはしないかとの識者

間の問に琴へて，浮び上った一つがこの椎茸栽培であ･り全

国的に椎茸熱が高蓑り笈した。

しかし日本人の一つの欠点として，熱し易く冷め易いと

云った惑は，この栽培熱の面にも表ほれては来ないでしや

うか。

勿論宴の澗鍵家が，どっしりと腰をすえてこの栽培と取

り組んで行ったならば，その穣な浮いた姿を見ることは出

来ず,播々と底力ある歩みを続けて行くことであり童せう。

しかし戦後，今董での議培にとびついた人なの何割が，

菌葦栽培を葵む

河村昌司

誌上討論I永銅ﾐ猟の合理化侭如何にあるべきか?」中

｢燕IW方の燃料消蕊の改善について」芝読みましで強く

同感致し霞すと共に，かの説によりますと麹齢果の薪炭

材の消費量は年,寺約280万石が使用されているとのこと，

その莫大な鉦に麓嘆致し居るもの壱す。

もしその1認である28万石を椎茸識培)こ振り向けたと

してみ葦すと，通附椎奪栽壌に使はれる原木は約30本程

でユ石となるところから，840万本の栂木が作られる訳で

あり，この’本の糒木からば現在各地に行はれてい為確実

な種菌な使用しての栽培を行った場合，千椎茸50匁を作

り出すことは容易なことです｡

理想的に栽培きれたならば， 1本の擢木から100匁の

千椎茸を得ることが可龍です｡、

1本の椴木から平均50匁の干椎華を得たとしても’

840万本の栂木からは42万賞の干瀞騨凌生産することに

なりますb

本年1月の撚野庁林政部調べによる昨年昭和26年度の

司雑茸輸出麓は，年間1p00屯，金額にして250万ドル

と発表されて居り，こｵ1Jを賃，門，単位に普へ窪すと千椎

茸，260頭，金額約9億円とな．ります。

もしも前述の顛観凹方で年盈燃料として煙にしている木

材の1割28万石鞍椎藷培に振り向けた場合の42万賃

;の午椎茸は，昨26年度の輸出価絡にて約哩億円程の外

貨礎得となる訳でありま灸

いままで東ｵ臨凹方の山称の入島が，ただまんぜふと従来

の髄習の内旛，いろり，叉はかまどに投入しておった薪の

1割を使用Lただけで，この糠に昨年度の農瀧物の輸出品

中，お茶に次L､で第2位をしあていた千椎茸の代金約9億

円毒上廻る金額が入って来愚ことになる訳です。

ただ長い間の慣習によって伐られた原木を煙にLて鎧つ

たことを考へ為時，一時も早く同量の木材壷如何に経済的

価値ある面に使用するが雁考へ左向けたいものです。

では何故にいままでそれらの方向に原木を使用しなかっ

たのでしや5．

第一に考へられることは，椎茸がその様に経済的価値が

＝‐

一
一

。
】
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一

一
一

－29－



史

、

河村。岸本：誌上討論「木材利用の合理化は如何にあぁべきか」を読みて

このたび森林法が改正さ証,伐採制限また,奥地未利用

盗源の開発に重点左遥いたこと，その林型態の中に特用樹

株，自家用鉢(農用称）の設置があることは，非常に有意

義であると患はれます。

この特用樹林，自家用林を如何に有効に使用するかが，

山村の零細な為農隷潅営に大きく響くことでありませう。
キノコ栽培は，その栽培法を確実涯体得した後は，原木

伐採時ならびに掴罫涛に劣力を饗するのみで，その他は自
家の婦女子蓑たは，老人に適した作業壱あることは，我が

国山林の大多数をしめる林地所有5町歩以下の農家の一家

経濱の上に有利なことと考へるものであります｡が，ただ

その先達となり，従来の農家経営を新しく改革することは

若い人,寺の力に期するところ大でありまぜう。

近時，畜窒が大いiこ叫ばれて来ていることは，私達とし

て賂非常に有難いことではあります。

しかし日本の地形，気象，など還考へたとき，大陸的，

気象環境より草猿の良く繁茂う-る欧米の如き扇,寺に於て，

盛んになった畜産，それにまつわる酪幾に重き詮置くより

も，我が霞は四囲を海にめく・らされた島国這拭あり，山岳

多き上に湿度が高く森林の繁茂に最も適していると共に，

一方，鴎風の影響をも大変に受け易い国柄であること遼考

へ，そこに住む私達は，樹木により土地を顎りそれらを立

体的に利用する方面に考へ塗向げ,特用樹種をも交えた林

業経営に意を向けることが,特に幽林を相手とする林業家

の心に銘記すべきことであると信じます。

その一端腱と，木材利用合理化の論文詮読み,薪炭材，

雑木を利用しての椎茸左主としたキノコ栽培を日本国の麗

業とし，中国，東南アジアを始め米国，ヨーロッパにまで

の輸出食料品として将来，大いに普及されるべきもの"“

らうと信じ，行き過ぎとも思はれる程に私見をのべまし

た。 （筆者・河村式食菌研究所）

木炭の蕪′

岸本定吉

I澗鍵技術」119号』誌上討総「木材合理化は如何にあ

るべきか」を読みました処，どうも木炭力畠不当にX迩及われ

ている様です。平生木炭藍砿扱ってるものとして，此の際

赫業技術家皆鱈に木炭の謡溌をあらためていただく必要

堂感じましたので，敢て験弁を弄する事にいたしました。

1木蕊の有効利用は果して10～15％に
過ぎないだろうか？

『片岡氏は同誌誌上討論で，木炭の有効利用はm~15％
で最も不利なものであると此の嫌に述べて居ります｡又此
の撒な意見の方も数多いと考えられますがこれは根本的に

間逮って居ります。木炭の利用率が10～15％だと云5の

真の林業人を持って自負される気t罐持つ人為であったら

うかと考へるのであります。 Q
若い意気に燃えた林業人が最後まで頑張って，蕊Iこの椎

茸栽培の単ならずナメコ栽培なども育てて行きたいもので

あります。

幸ひなごとに蕊化地方に藤する椎茸は，西南地域に主と

して産する薄葉物と異り，かの地に出るドンコ型の椎茸と

なり，また稚琴の発生する4，5月頃，割り合ひに春が短

いことと乾燥気紫な気象は天白どんこ（花どんこ，玉どん

こ，とも云はれる）の極上級の続質詮待った椎琴が多く採

れることであります。

この様なキノコ栽培按砺と共に，乾燥技術室でも早く自

家寵薬としﾏ曽,身に付け立派な千椎茸を造り出すことが必

要でありませう。

またこの東北地方に昔から名声のあるナメコに於直も，

天然のキノコを採取しての原始採取産業より，1日も早く

薪炭材合理化の線にそひつつ人工栽培による産業庭進み，

春主として産する椎茸と共に秋のナメゴ採取により家計の

収益詮倍加すべきでありませう。

一方，森林所有型態に於て，九州地方と東ｵI地方とを比

較し従場合“山林｣昭26年1月，第800号礒風と森

林」と題して田添享二氏より）次の表の如くであります。

_＝-

ー

＝
■

三

総面識嚇野）

愈饒樹｜澗葉樹

民有林

針葉樹｜潤鯏
r－

72．6

“．， ’
北本州

九州

27．4

57．1

7.2

33.9

11．1

42．8

（註） オ滕州は東北地方より福島県迄除く。民有林の数

字は調輔織疎債に対する該当面積の比。

この表よりもはっきり蕊I鯵M1方に於ける澗葉樹称が殆ん

ど官有林であること力混られます。

これに反し九｝I弛方には，民有林が多いことはやはり各

自の所看ず．る森林ならびに木材潅ついては，最も価値高く

兼蝿しやうとする考へは日本人のみならず人燕の必持の考

へであり，それに較べ我為が日常処共に見受けられる事例

と同じ綴に，官物であり公物であるものについては，とか

く関心も薄く官林を扱ひ下げてもら』つたものは，非常に安

いとかまた何となくただ同雛にもらったと云った議な老へ

が頭にあり，自己所有の林地に生じた原木と蕊つた安易な

老へがそれら原木に感じられ，ついおうように使はれてい

たと云ったことはなかったと云ひ切れるであり謹遊うか。

しかし一面，民有林においては，その所有主の立場如何

によっては，つい過伐におちいり材頼蓄積の減少を来す悪

結果も現はれて居りました。

一
』

《
一

-30-
泊
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材利用の合理化は如何にあるべきか」を読みて”す。津本3誌上討論「木
一一一一一一

は重斌利用率が10～15％だと云5事であって，原木瀞と

木炭とが，燃料価値として，同一な場合に，此の様な論は

成立します。処力源木材の発熱瞳は2,500cal/g位なのに

木炭の発熱愛は7,000cal/g以上でそれに無煙性，その他

燃焼性が断然異りますので，とても，同一にば論じられま

せん。従って,,木炭の場合には，強いてその有効利用を云

云する時は次の利用率の式を用うべきものだと考えます｡

利鬮率%=珊舗芳蕊><'“
即ち，エネルギー利用率で比較ずべきものだと考えま

す。こうすると利用率は40％以上になって，決してそ郡

程低いものではありません。まして，家具材や，建築材の

如く，山から搬出して加工するものとは異り，林地で,用
材としては利用価値のないものを，製炭するのですから，

木材利用合理化の上からほ推奨すべき方法ではないでしょ

うか？用材として高価'零れるものをわざわざ,炭にす
るものは居ないだらうと考えます。蓑し奥地林で，用材に

なるもの迄炭にして居たとするなら，擬出設備が不良の為

に炭にする以外に利用方法がない止むを得ない処理方法な

のでしょう。林地廃材で，そのままでは腐らかず以外に宏

法のない場合，製炭は実にうまい木材利用方法だと考えま

す。近代工業のかたまりの様なアメリカで筒も，日本の炭

焼式の製炭方法力撞玲と普及されている現実をよく認識し

ていただきたく思い霞す。

勿論，窯にはレンガその他の材潅陸使う穰云すが，原理

は全く同じものです。奥地林の開発によく見られる処です

が，用材に適する部分侭Wう採材して，あとは林地に棄てて

省みない,勿体踵い伐木方法をとっている所が建毎見られ

ますが，こんな場合,廃"重炭を焼く熱ま，目下の日本の

林業技術では実行し得る唯一の溌大木材利用方法ではない

でしょうか？

2木材を燃料とする事はいけない事だらうか？

"II氏は同誌上で，廃材類は悉く加工系噸されるから，

燃料は木材以外腫求むべきであると述べられて居ります。

木材を燃すのは勿体ないから，燃料は他の費源に頼らねば
ならないとはよく耳にする言葉です。そこで，木材を燃料

とする事ば不合理極る木材の利用方法であるかどうか，日

本の現状から考えてみる事にします。安本の資源委員会に

エネルギー部会と云うのがあります。ここで「日本のエネ

ルギー問題」と云う，云はぱエネルギ戸白書に準ずべき印

刷物を発行いたして居ります。

同欝は電力，石炭等，その他日本に現存するエネルギー

資源につ町､て豊富なデ戸タを掲載いたして居ります。勿

論,薪炭も家庭燃料として各種のデータが掲載されて居り

童す。この白雷を見ると日本のエネルギー盗源が如何に貧

弱極るものか，がつかりいたしますb兎に角，電気，石炭

等は当分の間8,000万国民の生活水準を維持する工業エ

ネルギーにも不足の状態で，とても家庭燃料にふんだんに

廻る事は期待不可龍な事が判然といたします。電源開発と

云うが，日本の鎌ムがアメリカ，その他大陸のダム腱比

し,如何惇能率が悪く，従ってｺｽﾄ高になるか,叉石炭

の問題にしても低質炭と採掘の悪条件に同じくコスト高と

なり，こんなコスト高のエネルギーでは海外壱外国商品と

太刀打ち田来る工業製品が生産出来るかどうか疑念力詩た

れる程です｡こんな国土にあってはエネルギと源として，

実に薪炭は貴重な資源です｡地下盗源は掘れぽなくなりま

す。木質燃料は永遠にサイクルする実に便利なエネルギー

源です。ただ,､現在は伐り過ぎてるから問題なので，生長

量に見合う伐撮獄を続けて行ばぱよい事になります。合理

的に生産される薪炭はエネルギー的立場から寧ろ推奨すべ

き方法ではありませんか？

3燃料購蕊の改善策
い

‘燃料消費の改善策につき石川氏その他が種を途ぺられて

居りますが，教えられる所が多大でありました。家庭燃料

の如く消費単位が少さく，然かも消賛者は燃料に対し，そ

れ程関心がないとすると，個毎の消費を合理化する事は確

に困難な事だと考えられますが，先づ，囲炉りとかまどは

何とか改良すべきだと小生も考えます。兎に角，薪の使用

方法は大に考えなければなりません｡囲炉り話止めると屋

根力嘱る･と云う話力鞄りましたが，成る程，薪の煙はそれ

程，藁に対し，防腐効果があるものかと感心いたしまし

た。一層藁を炭熊木酷液で“して用いれば囲炉り力無く

なっても屋根は腐らないと考えますが，如何でしょう！同

じ燃焼器具･きも木炭の燃焼器具はそれ程大きな問題でばな

いと考えられます。木炭のコンロにはそれ程熱効率に差が

ありませんし，木炭は炊事より寧ろ採暖腫使わ淑‘る事力参

いので，，如何に非龍率なコンロでも採暖を兼瀧lれば効率
m0％になりますも木炭の場合には燃澆器具より寧ろ使い

方が問題です｡敏い炭で忠，硬い炭でも，その侭､方によ

り効率は大へんに異ります。つまり主婦教育が問題になる

と考えられます。こうして考えて来ると，木材の合理化と

木質燃掛の関係御ま，消擬部面が非常に大きく〃戸一ズア

ツプさｵ1，て来ますが，林業凌術者と云う立場から見れば，

こうした消強剖面は自分等の力で{鍼ﾛ河ともなし得ないも

の許りです｡家屋の改造も，かまどの改造も，地下費源の

利用も確に木材を節約する上からはなさねばならない事で

すが,こ鯉らば林業凌術者の力では何とも仕方妙ない事で，
遠くで声を犬にして叫ぶ位が弱の山です。そこで林業按術

者が燕に底力を発揮して，自己の技術力と受任胆於てやり

得るff頚と云えば木材の生産の合理化，即ち，山の現場に

一
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河村｡岸本：誌上討論「木材矛幅の合理化は如何にあるべきか」を読みて

感吉する佳事以外にない嬢に考えられ萱す。これ菱薪炭銭 技術力詮思う存分鍼する。これ茜雲為林業技術老が械

術家の立場から見れば,伐木跡地の廃材をことご．とくエネ 燃料蝉関する木材合理化運勤にお役に立ち得る最犬の仕事

ルギ1島-化する方法，及び木質燃料の合理的生産方法，これ の綴に考えられまﾂｰ。
滝けだと考えられます｡後者の生産方法には色鳧なものが． てれは何も製炭に限られた琴割笈ありまぜんが,木材合
ありましよ5が,目下最大の生産方法は製炭なので,この 理化と云5事に技術者が参画するとすれば,自己の技術に
製炭方法窪合理化する。炭焼夫のなすがままに放置してお 徹する事,即ち,生産現場糎つつ込んで額に汗して，生産の

かないで,林業技術者自らが,製炭現場に出向いて,燃料 合理化を計る｡かかる地味な努力の集績が,木材合理化を

価値の高い木炭雌き方に茨ってば燃料価値の非常に少い 完遂させるに重要な事の擬lこ思います”噸でしょうか？
木炭が畠来ます）を戸スなく焼成する犠,現在可能な製炭 （譲者｡林業試験場）

』
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御 通 斑
今般本會に噸1量指導部」を設置致し戎しだ。誌上を以て御通知申上裂す。

尚測量指導爵肋概要につき裂してば別次巻頭言lこよウ御諒承下さい。

． 昭和27年5月

葹團法人日本林業技術協會
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会務雑報
O邸欽堂氏から台湾の林業を聴く会

去る4月21日来朝した舎湾の林津管理局副辰誌誕|職堂

氏は一ケ月余に亘る全国各地の輔難視察を終え5月26日
帰京されたので，此の機会に本会は同氏を森称記念館に招

き,5月29日午後3時から畷近の台湾の称業を聴く会j
を開催した。同氏の講話の要旨は次号に掲赦の与塞。筒同
氏は6月1日羽田発帰合した。

○計騨尺の使い方講習会
次の通り開催した。
5月26日～28日（3日間）毎日後1.30～4.30

識師へジミ計算尺株準社研究部杉浦次郎氏
場所森林記念館大会践室

都内及び近郊各采からむ参加もあり，聴講者は約45名に達
し,終始熱心に受講され,成果は大であったと認辱られる･

筒今回は始めての試みであったが,此の好評に鑑み続い
て第2回の講習会を7月頃に開催の予走である。
O編集委員会

今回新たに次の各氏に本誌の編集委員を委卿去る5月
21日その第1回委員会を開催した。

伊藤浩三氏輔林逼庁林産課）
小国糖氏（ 〃調査調

松本電錐琉（ 〃国有瀧鼬

移下卯兵衛氏（ 〃〃暁普及調
猪瀬寅三氏(林業試験場調査室）
横瀬誠之氏(森林資源総奮対策協議鐵

○長野支部役員決定

さきに4月19日本会長野支部第2回総会に於て役員の
改選力垳はｵU支部畏後蕊克人氏が重任されたが麦部長以外
についても今回確定され次の通り報告があった。

支部長後藤克人氏（長野営林局長）

願問太田勇治郎氏（信州大学農学部長）
常任委員失沢頼忠氏(長野営林局経営部長）
同 木下幸作氏（長野采除務部長）
同 天友栄松氏（長野営練局計画課長）
委負滝川三郎氏（ 〃 事業部長）
同 小竹二郎氏（長野県林産課長）

幹・事三宅欣寿氏（長野営純局計画課）
同 森 尭氏（． 〃 〃 ）
同 山中三十四氏（長野県林政課）

Ｉ
Ｉ
＝
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一
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年6月5日印刷 頒価"Ig i
年6月10日発行 （送料共） ｜

稗 業 技 術 第'24号｜
（改題第31号・発行部数11,600部）

編集発行人掻 原 茂；
印刷人 山名富哉：
印刷所合同印刷株式会社 ！
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林野聴編

新發賓全國森赫計薑圖
新森赫法による経営区と国有林の分布等,森林計
画の埜本となる地形図でありま-託

（80万分の1）（3枚･1組）

価(1組).450男〒40円

申込先 社団法人日本林業技術協會
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☆林学謹座以下続刊汁

林業政策東大教授島田錦臓著

木材腐朽藝試按息伊藤一雄箸
木材理學東大助教授平井･北原共著

木材保存東大講師田村 隆箸

育 林東大月瀧授佐藤大七郎署
汁稼業関係図書☆

林業経営計算繍毒蕊

林木育種〔上･下〕篤蔑鴬覇

農用林概論獺諄鱸

篝誓特殊林産柵蒔蕊

森林作業法‘寵蔦裡篭

林學講座
本識座は斯界の権威ある大学教授並びに現場研

究者によって林学全般に亙り系統的に識述された

最新の内容をもつもので,"liI大学のテキスト並

びに現場技術者にとっての好簡の指導書・参考書
である。

森枕施業農夫雫中村賢大郎著鍵囎
〔略目次〕立木構成,薪炭林の得失,伐採面，人口造

林，面積施業,単木施業，伐採木選定基準，蓄績保育，

造赫樹穣,混交林,施業方針』増産対策,他

樹 病徴識鍾高伊藤一雄碧鍵.2雛
〔略目次〕疾病の溌念，バイラスによる病害』細菌類
による病害，菌類による病害， その他の原因による病
害，病害の防除，殺菌剤その他

測 樹蕊索…嶺一三薯燕雛
〔略目次〕単木材積測定法，測定器具と澗腱法,林分
材翫測定法，年令及び成長量の査定法，収穫表及び林木

の成長法則

木材炭化豊大敷箭芝本武夫碧癖鵬
〔略目次〕木材の熱分解,木材乾溜，製炭（製炭法の
種類，他）木炭（炭化率，収炭率，木炭の用途,木炭の
性質，収炭率，他）

（
型

東京都千代田区神田錦町一丁目十番地

朝倉書店
振替口座東京8673電瀞荊im1423～4, 19241

I

霊標準糠学講義義鬘博士蝋霊圭:言碧霊圭:喜墨蕊圭
A5型9順価650円⑦65円 ｜磯篝圭艫喜圭藤林博士
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吉田陣士著赫慣算瀧及較利學価230円徳川博士箸霞溌造赫技術史的研究兜0円

吉岡博士著専理論森林經理學価380円井上剛士響林業害虫防除論罐濡洲
中村陣士著育林學原論価350円内剛鵬鐇實用醗測量法価120円
中村跡士著藍造赫学随想価300円宇野伸士著竹材の性質と其利用価50円
島田博士著アメリカ林業發展史価150円伏谷榊士箸砂防工学原論価250円

島田博士箸林業簿記及收釜評定論価200円北島博士著湊露椎茸･ﾅ〆.・ 価,50円
榎茸の人工栽培法

島田博士著赫政学概要価350円

三浦雄上著赫業實験と寶習訂正中岩順之助著蕊椎茸培義法価'50円
撫勤}共著,i唯宅の庭園設計価280円岩暇之助著食用菌葦類とその培養価350円

鈴木陣士署火 災 学価500円一送料各65～80円一

《
『
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東京・赤坂・一ツ木町31

地球出版株式會祗
振替口座東京195298番
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…新刊案内｡｡。
日本林業技術協會の新刊書は
毎月此の頁で紹介致します

’

’一一一就業技術叢書一

第''輯農博･理博舘脇 操著樹木の形態（樹木学第1編）
A5版。96頁・図版65。定価125円（会員1,10円）〒16R

20有余年に亘る北大林学科に於ける森林植物学の講義を基として樹木学としてまとめた篇1

編である。樹木学の根底窪なす樹木の形態に関し，研究並に実際上に役立ち，かつ野外に於
ても容易に，しかも科学的に自然に接するように特に配慮せられたもので，出来る丈け図解

を入れて用語の解釈に意を注いで居る。
林業家が此の榛な知識を身につけて森林に接するならば吾が国の林業ば著しく躍進出来るで
あろう。森林樹木に関する絶好の基礎資料。

’

一林業普及シリーズー

林省三箸松脂の探り方の知識価'00円(会員90門）〒16円

ゆ松本lil友著し ろ 価100學鶴90円）

NO．32

No.33

一林業解説シリーズー

瀬川 清著材界の諸断面箪4:胃
われわれの手塩にふけた林木が伐採されて一個の商品となった瞬間から最終消贄者にわたる
までの瀞新面について，昭和26，27年のデータを基として親切な解説と自由な論評力輔ら
れている。木制界のことは一応こ入るえているつもりでも，これを読むと畑可に多くの新し

い問題があるかに鮪かされる。

山崎次男著日本古代の森林箪曾閏
太古の森という言葉がある。奥山の深林でふと耳をすますと，人類出現以前のとおい遠い昔
のもの音がきこえてくるような気がするものである。いくつかの氷潮をこえて盛衰をくりか

えして来た森林の様相左，糖細な化石研究一一花粉分析から帰納して解説された日本の育代
の森の塗b

‐

44冊
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45冊

山林局｡日林協編 林業用度量衡換算表
ポケット型(A6版)｡230頁。上製・良質用紙使用。定価150円（会員]35円)。〒16円

曾て山林局酋鵜集して，国有林関係全職員が，日常使用し非常に役立ったものであるが，本
会は今庇林野庁の認可を得て此の蕊料の上に更に最近必要性を加えて来たヤード，ポンド法
の換猟表を作製増補した。長さ・面積｡立額･重麓その他の計量について尺貫法。メデトル
法及びヤード，ポンド法夫冷相互の換算表詮最も役に立つように見易く作ったものである。
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